




 

序     文 

 

独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」）は、キューバ共和国関係機関との討議議事録（R/D）

に基づき、技術協力プロジェクト「気候変動対策のための地下水開発・管理能力向上プロジェクト」

を 2008 年 11 月から 2012 年 2 月までの予定で実施しています。 

 

JICA は、プロジェクト開始から約 1 年 4 ヶ月が経過した 2010 年 2 月 28 日から 3 月 20 日まで、中

間評価調査団を現地に派遣し、キューバ側のカウンターパートと合同でこれまでの活動実績ならびに

その結果について評価を行いました。 

 

この評価結果はミニッツに取りまとめられ、キューバ共和国・JICA 双方合意のもとに、署名交換

を行いました。本報告書は、今回の評価調査および協議結果をとりまとめたものであり、今後、本案

件を効果的、効率的に実施していくための参考として、広く活用されることを願うものです。 

 

終わりに、本調査にご協力とご支援を戴いた関係各位に対し、心より感謝申し上げるとともに、引

き続き一層のご支援をお願いする次第です。 
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専門家執務室・研修室を有する CITA 施設の概観 専門家執務室 

  

研修室（1） 研修室（2） 

  

カマグエイ県 EIPH での協議（1） カマグエイ県 EIPH での協議（2） 
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中間レビュー調査結果要約表 

１. 案件の概要 

国名：キューバ国 
案件名：気候変動対策のための地下水開発・管理能力

向上プロジェクト 

分野：水資源開発 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部 協力金額：2.5 億円（レビュー時点見込） 

相手国実施機関：国家水資源庁（Instituto Nacional de 

Recursos Hidráulicos：INRH） 協力期間 

（R/D）：2008 年 11 月～ 

2012 年 4 月（3 年 6 ヶ月） 

日本側協力機関：国際航業株式会社 

１-１ 協力の背景と概要 
キューバ国（「キ」国）では近年、年間降雨量が平均値以下の年が連続し、2004 年には 1931 年

の雨量観測開始以来最低値を記録した。特に東部地域の 5 県において、ダムの総貯水量は 36％に

まで低下し、給水制限や給水車による給水が恒常化する等、給水事情が極めて悪化した。2006 年

は多雨年であったが、東部地域の厳しい給水事情は依然として続いている（各戸給水率 61.4%（全

国：75.3%））。東部 5 県では浅い帯水層の分布が限られることもあり、表流水依存率が 90%と高く

なっていることもその一因である。このような状況下、国家水資源庁（INRH、職員約 120 人）は

今後異常渇水が起きた場合でも時間給水等の給水制限を最小限にするために深層の地下水利用の

拡大を検討している。「キ」国では、INRH が 4 つの公社（水利公社：GEARH（技術者合計 1,147

人）、土木コンサルティング公社：GEIPI（技術者合計 177 人）他独立公社）を傘下におき、水資源

行政全般（利水－農業用水を除く、治水、水資源開発管理）を所掌している。しかしながら、INRH

には地下深部の地下水を適切に開発・管理・保全をするための物理探査技術、地下水賦存量解析等

のノウハウが不足している。 

このような背景下、JICA は 2006 年 4 月から 5 月、及び 10 月から 12 月にかけて、「キ」国にお

ける帯水層の把握のための短期専門家を派遣し、GEIPI をカウンターパートとして、地下水開発・

管理に関連する職員を対象に基礎的な電気探査技術の移転を行った。その後、2006 年 8 月に電磁

波探査を含む物理探査技術及びそれら探査結果の活用能力の向上と、地下水モデル及び GIS によ

る地下水管理に係る技術協力の要請が我が国になされた。これを受け、JICA は 2008 年 2 月に事前

調査を実施し、本技術協力プロジェクトの枠組みについて先方と合意、2008 年 6 月 25 日に R/D を

締結した。2008 年 11 月 16 日より専門家の派遣を行い、今般プロジェクト期間の半ばを迎えるに

あたり、中間レビューが実施された。 

 
１-２ 協力内容 
（１）上位目標：東部地域において、水資源が適切に利用される。 

（２）プロジェクト目標：INRH（GEIPI、GEARH を含む）の地下水開発・管理能力が向上する。

（３）アウトプット 

1. GEIPI の研修講師となる中核技術者の物理探査技術が向上する。 

2. GEIPI の研修講師となる中核技術者の地下水数値モデル構築能力が向上する。 

3. GEIPI の研修講師となる中核技術者の GIS 構築能力が向上する。 
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4. GEARH 及び INRH 流域管理局が、GEIPI により実施・作成される物理探査の結果、数値モ

デル及び GIS を活用し、地下水評価・管理する能力が向上する。 

5. 物理探査、地下水数値モデル、GIS に係る技術が GEIPI の関連技術者に移転される。 

（４）投入 

日本側： 

専門家派遣 ： 2010 年 3 月までに 6 分野で合計 23.1 人月（総括/地下水モデル 1、地下水モ

デル 2、水理地質 1、水理地質 2、物理探査、GIS） 

機材供与 ： 2010 年 1 月までに総額 2,288 万円相当（車両、孔内検層機、コンピューター、

GIS ソフトなど） 

プロジェクト 
現地経費 

： 2009 年 12 月末までに約 3,537,000 円 

相手国側： 

カウンターパート 
配置 

：キューバ側責任者として INRH の副長官、プロジェクト長として GEIPI
の総裁、プロジェクト事務局長として GEIPI 技術部長、アドバイザー

として GEIPI 専門職員、技術カウンターパートとして GEIPI の中核技

術者 16 名 

機 材 供 与 ：2010 年 1 月末までに総額 457,863.01 キューバ人民ペソ（約 176 万円）

プロジェクト実施 
に要する施設 

：専門家執務室、研修用施設（研修室、食堂、宿舎、ワークショップ、野

外実験施設など） 
 

２. 評価調査団の概要 

調査者 （担当分野：氏名 職位） 

団  長：吉田 克人 JICA 客員専門員 

協力企画：神田 美紀 JICA 地球環境部計画・調整課職員 

評価分析：大橋 由紀 （株）インターワークス コンサルタント 

通  訳：吉川 敦子 国際協力センター国際研修部研修監理員 

調査期間 2010 年 3 月 1 日～2010 年 3 月 17 日 評価の種類：中間レビュー 

３. 評価結果の概要 
３-１ 実績の確認 
（１）アウトプットの達成状況 
1：GEIPI の研修講師となる中核技術者の物理探査技術が向上する。 
既存のテキストに二次元比抵抗探査（Pole-Pole 法）が追加され、6 名の中核技術者に対し、二次

元比抵抗探査及び GPS を利用した測線位置座標の取得方法、GPS 位置情報の PC へのダウンロー

ド、GPS 関連ソフトウェアの取り扱い等について、室内及び現地実習が行われた。電磁探査につ

いては機材調達に遅れが生じたことから研修が延期されているが、2010 年 5 月には電磁探査機材

の調達の見込みがつき、調達後に研修を実施することで遅れを取り戻すことができる計画である。

2：GEIPI の研修講師となる中核技術者の地下水数値モデル構築能力が向上する。 
研修用のテキスト等が作成され、5 名の中核技術者に対し、地下水モデリングの概要と地下水モ

デリングの方法に関する講義・演習及び関連ソフトウェア演習が実施された。各参加者は、地下水

モデルの基礎的知識及び差分法モデル（PMWIN）・有限要素法モデル（FEFLOW）作成技術の概要

を習得した。一方、モデルサイトの地下水モデルの構築にあたっては、ソラ地区でのモデル構築に

必要な資料や情報の収集を行っているが、一部はキューバ側からの情報提出に時間を要する場合が
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ある。また電磁探査に関する機材調達の遅れから、データ（水理地質構造の情報）の収集に遅れが

ある。現時点では電気探査で入手可能なデータを活用し、電磁探査が可能となればより精密なデー

タを活用する予定である。モデルサイトの既存の水理地質図を精緻化するに当たって、水理地質図

の平面図は既に完成しているが、断面図についてはキューバ側の負担で実施される予定であった観

測井掘削が資金不足で遅れていることからまだ作成されていない。キューバ側は日本側に資金協力

を依頼しており、INRH や GEIPI の調整の下、早急に掘削のための準備が進められている。現時点

の計画では 2010 年 8 月中には井戸建設を終了する予定である。 

3：GEIPI の研修講師となる中核技術者の GIS 構築能力が向上する。 
GIS の基礎知識、GIS データの作成、加工、空間分析、各種主題図の作成方法等を含んだ 9 つの

モジュールで構成されるテキストが作成され、9 名の中核技術者に対し既に 9 つ全ての講義及び実

習が行われた。専門家からは全員が狙い通りの解析ができるようになったと評価されている。今後

は各カウンターパートがそれぞれの県での GIS データベースの作成を継続し、2010 年 6 月には完

成させる予定である。 

4：GEARH 及び INRH 流域管理局が、GEIPI により実施・作成される物理探査の結果、数値モデ

ル及び GIS を活用し、地下水評価・管理する能力が向上する。及び、5：物理探査、地下水数値モ

デル、GIS に係る技術が GEIPI の関連技術者に移転される。 
来年度からの活動が計画されており、現時点では成果は上がっていない。 

 
（２）プロジェクト目標達成状況 
プロジェクト目標：INRH（GEIPI、GEARH を含む）の地下水開発・管理能力が向上する。 

対象地域における地下水開発の可能性及び課題のとりまとめ及び発表については、アウトプット

1、2、3 が達成されることで達成可能となるため、現在はまだ達成されていない。また、GEARH

や INRH 職員への研修は来年度から開始される予定である。研修内容に基づいて地下水の解析・管

理が行われ、その結果が年次報告書に示される予定であることから、計画通りに研修が行われれば、

地下水モデル及びGISデータベースに基づく地下水解析・管理結果は2011年3月に発表される2010

年の GEARH 及び INRH の年次報告書に反映されることが期待できる。 

 

３-２ 評価結果の要約 
（１）妥当性 
本プロジェクトは中間レビューの現時点でもキューバ国の政策や対象地域のニーズ、また日本の

援助政策と引き続き整合しており、妥当性が確認されている。特にカマグエイ県で給水車による給

水人口は増加しており、対象地域でのニーズは更に高まっていることが確認された。また、開発課

題に対して貢献する手段としても適切であることが確認された。 

（２）有効性 
本プロジェクトが取り組んでいる GEIPI の中核技術者に対する物理探査、地下水モデル、GIS の

3 つの分野の技術移転において、物理探査については機材調達の遅れから研修活動に遅れが生じて

いるものの、調達の目処が付き、2010 年 7 月には全ての分野での研修が終了する予定である。そ

の後、中核技術者により GEARH 及び INRH の技術者や、GEIPI の他の技術者に対する研修が実施

される予定であるが、その研修について阻害要因は現時点では確認されなかった。これらのGEARH

及び INRH の技術者への研修を通して、物理探査の結果や数値モデル及び GIS を活用した地下水開
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発・管理能力が向上することが期待されており、現時点ではプロジェクト目標の達成見込みは十分

にあることから、本プロジェクトの有効性が認められている。 

（３）効率性 
既述のとおり電磁探査機及び観測井掘削の投入が計画通りに実施できなかった結果、活動に遅れ

が生じており、その分アウトプットの達成状況にも影響が生じているが、今後遅れを取り戻すため

の対策が取られ、投入及び活動実施の目処がついている。それらを除いては、投入は概ね計画通り

に行われ、効率的な活動が行われている。 

（４）インパクト 
上位目標については、本プロジェクトが地下水開発の技術を扱っている一方で、上位目標は水資

源管理全体について述べており、表流水の管理など本プロジェクトの範囲外である要素も含んでい

ることから、プロジェクト目標との因果関係に乖離が見られることが指摘されている。中核技術者

に対する研修によって移転された技術は、各技術者の所属先の EIPH において、プロジェクトの範

囲外の地域における業務でもプロジェクトで技術移転を受けたソフトを活用してデータの処理を

行うなど、技術が活用されつつあるが、収集したデータや数値モデルを活用した計画の策定や事業

の実施の段階にはまだ至っていない。今後技術移転が更に進むことで技術活用による波及効果が生

じることが期待できる。 

（５）自立発展性 
継続的な政策支援が望めること、移転した技術が受け入れられていることから、将来的に移転さ

れた技術が活用されていくことが期待できる。一方、財政面では経済悪化の影響を受けていること

から今後の動向に留意する必要がある。また、将来的な技術の活用においては、移転された技術を

今後どのように活用して行くかといった計画がまだ具体化されていない点が指摘されている。更

に、探査・調査・分析機材については JICA 供与機材を除くと機材の老朽化が進んでおり、一部の

機材の精度、能力がニーズに対応できない面が見て取られる。 

 

３-３ 効果発現に貢献した要因 
・ 機材の調達に時間を要することが事前に想定されていたため、プロジェクト開始前に機材調達

のために 6 ヶ月の期間を設けた。それにより、車両やコンピューターは時機の良い投入が可能

となり、効率的なプロジェクトの運営・実施が可能となった。 

・ 中核技術者は水理地質に関する基礎知識及び地下水調査・開発の経験を有し、また、コンピュー

タ操作にある程度習熟しているため、技術移転が概ね順調に行われている。 

 
３-４ 問題点及び問題を惹起した要因 
・ 上述のとおりプロジェクト開始前に 6 ヶ月の機材調達のための期間を設けたが、電磁探査機に

ついては調達手続きに時間を要し、同機材を活用する研修の実施に遅れが生じた。 

・ 観測井の掘削はキューバ側の費用負担で行う予定であったが、経済状況の悪化から費用工面の

見込みが立たず、遅れが生じた。 

・ キューバ側の機関をまたぐ情報の提供に時間を要するケースがある。 

・ プロジェクト以外の業務との兼ね合いで、電気探査の実施に遅れが生じたり、十分に研修内容

の自習ができないケースが生じた。 
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３-５ 結論 
プロジェクト期間前半の主要な活動であった中核技術者への技術移転は概ね順調に進捗してい

る。電磁探査機材の調達の遅れによる同分野の研修実施に遅れ、及び観測井掘削業務の遅れについ

ては、今後遅れを取り戻すことで、アウトプットの達成が見込まれている。プロジェクト期間後半

では前半で技術移転を受けた中核技術者による GEARH、INRH 及び GEIPI の職員に対する研修が

開始される予定であるが、これらの活動に対する大きな阻害要因は指摘されておらず、今後も順調

に計画を実施することでプロジェクト目標の達成が見込まれる。5 項目においては、妥当性及び有

効性が確認できた。効率性については、いくつかの投入の遅れは既述のとおりであるが、実施され

た投入は十分に活用されアウトプットの産出に結びついている。インパクトについては上位目標と

プロジェクト目標の因果関係の乖離が指摘された。自立発展性については、財政面では経済悪化の

影響を受けていることから、今後の動向に留意する必要が確認された。また技術面では将来の技術

活用計画や老朽化する機材の更新の可能性等の不透明な点が指摘されている。 

以上の点から、次章にプロジェクト期間の後半の活動に対する提言を作成した。専門家とカウン

ターパート及び関係機関においては、提言の内容に留意しつつ、今後もプロジェクト活動に今まで

の積極性をもって従事し、プロジェクト終了時には目標を最大限に達成するよう尽力することが期

待される。 

 

３-６ 提言 
(1) プロジェクト運営における情報共有・コミュニケーションの促進 
プロジェクトの運営やモニタリングにおいて、専門家とカウンターパートは情報の共有に更に努

め、十分なコミュニケーションを持って活動の詳細計画や実施がよりスムーズに行われるように尽

力することが求められる。 

(2) 中核技術者の活動状況への配慮 
GEIPI の技術カウンターパートである中核技術者は、通常業務も併せ持つ多忙の中でプロジェク

ト活動に取り組んでいるが、プロジェクトが実施する研修に参加できない、課題（データの収集）

に遅れが生じるなどの状況も発生している。専門家と実施機関は、期間内にプロジェクトの最大限

の達成を実現できるよう、中核技術者の活動状況に配慮することを期待する。 

(3) 必要な情報の提供の迅速化 
INRH 及び GEIPI は、キューバ側の機関をまたぐ情報の提供がスムーズに行えるように配慮し、

十分な調整を今後も継続していくことが期待される。 

(4) 観測井掘削の効率的な実施 
INRH 及び GEIPI は、遅れが生じている観測井掘削について早急に対応する努力をしている。し

かし、これ以上の遅れが生じた場合はプロジェクト目標の達成に影響を及ぼす恐れもある段階に達

していることから、関係する各公社間の連携と調整に更に努め、無駄のない工程管理とロジス

ティック支援を期待する。 

(5) モデルサイトにおける地下水開発の可能性及び課題の取りまとめに関する活動の具体化 
プロジェクト目標の指標である「対象地域（モデルサイトを指す）における地下水開発の可能性

及び課題（水理地質、地下水賦存量、水質、地下水数値モデルによる将来予測等）がまとめられ発
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表される」について、専門家とカウンターパートはどのような取り纏め及び発表を行うかを早い段

階で具体化することが求められる。 

(6) 将来的な技術活用のための計画の検討 
INRH 及び GEIPI においては、今後プロジェクトにより導入された技術をどのように活用して行

くのか、そのために必要な体制や機材の整備など、専門家の助言の下、将来に向けた具体的な検討

を開始することを提言する。 

(7) 老朽化した機材の更新 
本プロジェクトが移転している技術を将来的に十分に活用していくために、INRH の関連機関は

積極的に機材の更新を推進することが望ましい。 

(8) PDM の改定 
現行の PDM（バージョン 2）において、上位目標の修正、用語の統一、不明確な指標の具体化、

活動の表現の修正、等の点から改定案を提示する。なお、改定案である PDM（バージョン 3）は

合同中間レビュー結果の報告を行った第 3 回合同調整委員会において合意された。 
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第1章 中間レビュー調査の概要 

1-1 調査団派遣の経緯と目的 
キューバ共和国（以下、キューバ）は人口 1,117 万人（2002 年）、約 1,600 の島から構成される国

土面積 110,861km2 の島国である。年平均降雨量は 1,375mm であるが、5 月から 10 月にかけての雨季

に 80%の降雨が集中し、地域により年降雨量が 4,000mm から 400mm と大きく異なる。キューバの総

利用可能水量は年間 24.0km3（表流水：18.0km3、地下水：6.0km3）、1 人当たり水利用可能量は 2,239m3/

人/年であり、2000 年に実際に利用した水量は 1,295m3/人/年であった。なお、利用した水量の 64%が

表流水である。 

近年、年間降雨量が平均値以下の年が連続し、2004 年には 1931 年に雨量観測開始以来、最低値を

記録した。特に、東部地域の 5 県において、ダムの総貯水量は 36％にまで低下し、給水制限や給水

車による給水が常態化する等、給水事情が極めて悪化した。2006 年は多雨年であったが、東部地域

の厳しい給水事情は依然として続いている（各戸給水率 61.4%（全国：75.3%））。東部 5 県では浅層

の帯水層分布が限られることもあり、表流水依存率が 90%と高くなっていることもその一因である。

このような状況下、INRH は今後異常渇水が起きた場合でも、時間給水等の給水制限を最小限にする

ために深層の地下水利用の拡大を検討している。 

キューバでは、国家水資源庁（INRH、職員約 120 人）が国内の水資源を管理しており、8 つの公

社（水利公社：GEARH（技術者合計 1,147 人）、土木コンサルティング公社：GEIPI（技術者合計 177

人）他 6 独立公社）を傘下におき、水資源行政全般（利水－農業用水を除く、治水、水資源開発管理）

を所掌している。 

しかしながら、INRH は地下深部の地下水を適切に開発・管理・保全をするための物理探査技術、

地下水ポテンシャル解析のノウハウが不足している。 

このような背景下、JICA は 2006 年 4 月から 5 月、及び 10 月から 12 月にかけて、キューバにおけ

る帯水層の把握のための短期専門家を派遣し、GEIPI をカウンターパートとして、地下水開発・管理

に関連する職員を対象に基礎的な電気探査技術の移転を行った。その後、2006 年 8 月に電磁波探査

を含む物理探査技術及びそれら探査結果の活用能力の向上と、数値モデルによる地下水管理に係る技

術協力の要請が我が国になされた。これを受け、JICA は 2008 年 2 月に事前調査を実施し、本技術協

力プロジェクトの枠組みについて先方と合意、2008 年 6 月 25 日に R/D を締結した。 

本調査団は以下 3 点を目的として派遣された。 

（1）本技術協力プロジェクトは 2008 年 11 月よりプロジェクトが開始され 2012 年 4 月に終了す

る予定である。2010 年 3 月までにプロジェクトの第一段階である中核技術者の育成がひと段

落し、第 2 年次の活動のまとめともなるこの機を捉え、プロジェクトの投入実績、活動実績、

計画達成度を調査し、実行計画との整合性を確認する。 

（2）評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点からも検証を行い、

終了時までの対応方針等について提言を行うとともに、類似の技術協力案件への教訓を抽出

する。 
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（3）今後実施される終了時評価の結果をより確かなものにするために、必要に応じて PDM の改

定を行う。 

1-2 合同評価委員会の構成 
本中間レビューは日本側、キューバ側関係者が合同で実施した。双方のレビュー委員は以下のとお

り。 

（1）日本側委員 

a. 吉田 克人（団長） 

独立行政法人国際協力機構 国際協力客員専門員 

b. 神田 美紀（協力企画） 

独立行政法人国際協力機構地球環境部計画・調整課 職員 

c. 大橋 由紀（評価分析） 

株式会社インターワークス適材適所事業部 コンサルタント 

d. 吉川 敦子（通訳） 

日本国際協力センター国際研修部 研修監理員 
 

（2）キューバ側委員 

a. Ing. Hildelisa Rodríguez Fumero 

国家水資源庁（INRH）国際協力専門官 

b. Lic. Yasmina Agüero Kassabb 

国家水資源庁（INRH）水理科学部部長 
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1-3 調査日程 
本レビュー調査の日程は以下のとおり。 

大橋 吉田,神田,吉川
TOKYO/NARITA17:15-10:05LOS ANGELES(JL 062)
LOS ANGELES13:20-18:50MEXICO CITY(JL5780)
MEXICO CITY08:45-12:15HAVANA(CU 131)
JICAキューバ,JICA専門家(打合せ/聞き取り)
13:30合同評価メンバーへのレビュー手法説明(打合せ)
GEIPI,C/P(聞き取り)
09:00JICA 専門家(聞き取り)
13:30GEARH,C/P(聞き取り)
データ整理
JICA 専門家(聞き取り)
JICA 専門家とのPDM2.0案検討(打合せ)
PDM2.0案修正

3月5日 金 JICA 専門家とのPDM2.0案検討(打合せ)
TOKYO/NARITA17:15-10:05LOS ANGELES(JL 062)
LOS ANGELES13:20-18:50MEXICO CITY(JL5780)

データ整理 MEXICO CITY08:45-12:15HAVANA(CU 131)

3月10日 水

13:00C/P(聞き取り) ソラ地区視察

C/P (聞き取り) ソラ地区視察
3月13日 土
3月14日 日

3月16日 火

3月18日 木

3月19日 金

3月20日 土

日付
2月28日 日

3月1日 月

3月4日 木

3月2日 火

3月3日 水

3月7日 日

データ整理

団内打合せ

3月6日 土

3月9日 火 09:00GEIPI(聞き取り)

14:00INRH(表敬)

3月8日 月 JICAキューバ(打合せ)
大使館(表敬)

GEARH等関係機関(聞き取り)
団内打合せ
ハバナ-カマグェイ（移動）

3月11日 木 08:30EIPIカマグェイ, GEARHカマグェイ(表敬)

15:00合同評価メンバー(打合せ)

3月17日 水 09:00ミニッツ署名
09:30JCCでの調査報告

団内打合せ
3月15日 月 09:00合同評価メンバー(打合せ)

データ整理

JICAメキシコ(報告)
MEXICO CITY07:50-11:00LOS ANGELES(JL5781)
LOS ANGELES13:00-(JL 061)
-16:30TOKYO/NARITA

大使館(報告)
JICAキューバ(報告)

HAVANA6:00-07:45MEXICO CITY(CU130)

合同評価メンバー(打合せ)

08:30カマグェイ県庁（表敬）3月12日 金

カマグェイ-ハバナ（移動）
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1-4 対象プロジェクトの概要 
討議議事録（R/D）に示されるプロジェクトの概要は、以下の通りである。 

上位目標：東部地域において、水資源が適切に利用される。 
 
プロジェクト目標：INRH（GEIPI、GEARH を含む）の地下水開発・管理能力が向上する。 

成果： 

1. GEIPI の研修講師となる中核技術者の物理探査技術が向上する。 
2. GEIPI の研修講師となる中核技術者の地下水数値モデル構築能力が向上する。 
3. GEIPI の研修講師となる中核技術者の GIS 構築技能が向上する。 
4. GEARH・INRH 流域管理局が、GEIPI により実施・作成される物理探査結果、数値モデル

及び GIS を活用し、地下水評価・管理能力が向上する。 
5. 物理探査・地下水開発・GIS に係る技術が GEIPI 関連技術者に移転される。 

 
本プロジェクトの PDM は、2008 年 11 月に専門家の第一次派遣時に合意した PDM が本レビュー

調査時に使用されている（添付資料 2 参照）。 
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第2章 中間レビューの方法 

2-1 PDM 
本中間レビューでは、2008 年 11 月に日本側及びキューバ側で合意された PDM バージョン 2 に基

づいて、計画事項の達成度の確認及び評価 5 項目による分析を行った。 

2-2 主な評価調査項目・設問 
本中間レビュー調査の主な調査項目、及び設問は以下のとおり。なお詳細は「添付資料 4：評価グ

リッド」に示すとおりである。 

表 2-1 主な評価設問 
項目 主な設問 

実績の検証  投入（日本側及びキューバ側）が計画通り行われたか。 

 アウトプットの達成状況 

 プロジェクト目標の達成状況 

実施プロセス  活動の実施状況 

 技術移転の方法は適切か。 

 プロジェクトの実施・モニタリング体制は適切に機能しているか。 

 関係者のコミュニケーションは適切に行われているか。 

 実施機関のオーナーシップは十分にあるか。 

 カウンターパートが適切に配置されているか。 

妥当性  キューバ国及び対象地域のニーズとの整合性 

 キューバ政府の政策との整合性 

 日本の援助政策・計画との整合性 

 キューバの水分野の課題に貢献する手段としての適切性 

有効性  プロジェクト目標の達成見込みが十分にあるか。 

 プロジェクト目標達成の貢献・阻害要因はあるか。 

 5 つのアウトプットはプロジェクト目標を達成するために十分であるか。

効率性  アウトプットの達成度は適切か。 

 アウトプットを産出するために十分な活動・投入が行われたか。 

 投入の質・量・タイミングが適切であったか。 

インパクト  上位目標はプロジェクトの効果として発現が見込まれるか。 

 上位目標とプロジェクト目標が乖離していないか。 

 プロジェクトによる正負の波及効果があるか。 

自立発展性  以下の点から考慮して、プロジェクト効果の自立発展性に影響がないか。

 キューバ国の政策・制度面 

 実施機関の組織・財政面 

 技術面（機材の維持管理を含む） 

 社会・文化・環境面 

 

2-3 データ収集方法 
情報・データ収集については、下記の方法で実施した。 

（1）文献資料調査 

既存の文献・報告書等（事前評価調査報告書、R/D、インセプションレポート、事業進捗報



 2-2

告書等）、その他専門家やカウンターパートが作成した資料などから必要な情報を収集した。 

（2）質問票による調査 

事前に質問票を作成のうえ、専門家、カウンターパートに配布し、情報収集を行った。 

（3）直接観察 

プロジェクトサイトを訪問し、活動の実施状況ならびに進捗状況等の確認を行った。 

（4）インタビュー調査 

プロジェクト関係者（専門家、INRH、GEIPI、GEARH、中核技術者等）に対してインタビュー

調査を行い、必要な情報を収集した。 

2-4 データ分析方法 
上記の設問に基づいて収集した情報は下表 2-2 の項目に基づいて分析を行い、中間レビュー報告

書に取りまとめた。なお、分析結果については、日本側調査団で準備したドラフトを元に合同中間レ

ビューチームで協議を行い、必要に応じて修正を行った。 

表 2-2 分析項目 
プロジェクトの達成状況 投入、成果、プロジェクト目標等の達成状況を確認する。 

実施プロセス プロジェクト活動の実施プロセスを確認する。 

妥当性 

プロジェクトの目指している効果（プロジェクト目標や上位目

標）が、受益者のニーズに合致しているか、問題や課題の解決

策として適切か、相手国と日本側の政策との整合性はあるか、

プロジェクトの戦略・アプローチは妥当か、公的資金である ODA

で実施する必要があるか等といった「援助プロジェクトの正当

性・必要性」を問う視点。 

有効性 

プロジェクトの実施により、本当に受益者もしくは社会に便益

がもたらされているのか（あるいは、もたらされるのか）を問

う視点。 

効率性 
主にプロジェクトのコストと効果の関係に着目し、資源が有効

に活用されているか（あるいは、されるか）を問う視点。 

インパクト 

プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的、間接的効

果や波及効果を見る視点。予期していなかった正・負の効果・

影響を含む。 

評価 5 項目 

自立発展性 
援助が終了しても、プロジェクトで発現した効果が持続してい

るか（あるいは、持続の見込みはあるか）を問う視点。 
出所：プロジェクト評価の手引き－改訂版 JICA 事業評価ガイドライン（2004 年 2 月） 
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第3章 プロジェクトの実績・調査結果 

3-1 投入実績 
投入の実績は以下に示すとおりである。なお、詳細は「添付資料 1：ミニッツ」の「添付資料 1：

合同中間レビュー報告書」に付属する投入実績一覧を参照。 

3-1-1 日本側の投入 
（1）専門家派遣 

総括/地下水モデル 1、地下水モデル 2、水理地質 1、水理地質 2、物理探査、GIS の分野の 6

人の専門家が活動計画に合わせて 15日～66日の期間で 2010年 3月までに延べ 15回、合計 23.1

人/月派遣されている。更に、業務調整要員が上記専門家の活動に応じて派遣されている。 

（2）資機材供与 

2010 年 1 月までに車両、孔内検層機、コンピューター、GIS ソフトなどを含む総額 2,288 万

円相当の資機材が供与された。 

（3）本邦研修 

中間レビュー時点までに実績なし。2010 年 5 月に技術カウンターパートである GEIPI の中

核技術者 4 名と GEARH の技術者 1 名が 19 日間の本邦研修に参加する予定となっている。 

（4）プロジェクト経費 

2009 年 12 月末までに約 3,537,000 円がプロジェクトのローカル経費として支出されている。 

3-1-2 キューバ側の投入 
（1）カウンターパートの配置 

プロジェクトのキューバ側責任者として INRH の副長官、プロジェクト長として GEIPI の総

裁、プロジェクト事務局長及びアドバイザーとして GEIPI から技術部長・専門職員が配置さ

れている。専門家からの技術移転を受ける技術カウンターパートとしては、GEIPI の各県の事

務所である EIPH 及び EIPI に所属する中核技術者 16 名が配置されている（以下、技術カウン

ターパートは「中核技術者」と記す）。 

（2）管理事務担当者 

プロジェクトのキューバ側の管理事務については、GEIPI の技術部長であるプロジェクト事

務局長が担当している。 

（3）プロジェクト実施に要する施設 

2009 年 2 月以降、カマグエイ市内にある GEIPI 管轄の水資源技術総合センター（CITA）の

施設内に専門家執務室が提供されている。本施設には管理棟、研修室、食堂、宿舎、ワークショッ

プ、野外実験施設があり、本プロジェクトの研修に利用されている。研修室 1 室は約 20 人収

容が可能である。また宿舎は 15 人程度宿泊が可能である。研修室には上記の主研修室のほか

小部屋もあり、専門家執務室はそのうちの 1 部屋である。 
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（4）ローカルコスト負担 

2010 年 1 月末までに総額 457,863.01 キューバ人民ペソ（約 176 万円1）がプロジェクト活動

のために支出されている。観測井の掘削はキューバ側の負担で計画されていたが、機材や外貨

の不足等の理由から滞っており、日本側に支援を依頼している。 

3-2 実施プロセス 
（1）活動の実施 

プロジェクト活動の計画と実績については、「添付資料 1：ミニッツ」の「添付資料 1：合同

中間レビュー報告書」に付属する実施計画（PO）に示すとおりである。大部分の活動はほぼ

計画通りに進捗している一方、主に次の 2 点で遅れが生じているが、下記のとおり遅れを取り

戻すべく対策は既にとられている。 

 物理探査の技術移転において、日本側が供与する機材（電磁波探査機）の調達に遅れが

生じていることから、電磁波探査に関わる技術移転が第 3 年次に延期されている。電磁

波探査機は 2010 年 5 月にはキューバに到着する目処がつき、その後、研修を実施するこ

とで遅れを取り戻すことができる見込みである。 

 地下水モデルにおいて、モデルサイトにおける観測井掘削に遅れが生じていることから、

データの収集が遅れている。現段階では、INRH や GEIPI の調整の下、業務ごとに担当す

る公社が確認され、日本側に資金協力を依頼する機材費等の見積もり金額が確定し、輸

入資材の要請が担当公社に提出されている。計画では遅くとも 2010 年 6 月中には削井業

務を開始し、8 月中には井戸建設を終了する予定である。 
 

（2）関係者のコミュニケーション 

専門家と中核技術者は研修における技術的な内容について必要なコミュニケーションが取

れている。GEIPI のプロジェクト管理のカウンターパートとは専門家の滞在中は必要に応じて

会合の機会を持ち、情報の共有や問題の対処にあたっている。INRH と GEIPI の間では会合を

通じて十分なコミュニケーションが取れている。一方、カマグエイでの活動中は通信環境に制

約があり、電話や E メールでの連絡は容易ではない。 

（3）活動の実施・モニタリング体制 

本プロジェクトはプロジェクト実施委員会（CEP: Project Execution Committee）を運営母体

としており、CEP の会合は今までに 4 回行われている。また、専門家が作成する事業進捗報

告書やニュースレターのほかにも、カマグエイの EIPH がプログレスレポート 1 を作成して活

動状況を報告しており、現在はプログレスレポート 2 を作成中である。 

モニタリングについては、中核技術者が移転された技術をどのように活用しているか確認で

きる機会が少なく、十分に研修成果をモニタリングすることが難しいことが専門家から報告さ

れている。一方、プロジェクトの活動は GEIPI の年間活動目標にも含まれていることから、

進捗状況は月例報告書によって報告されており、GEIPI のプロジェクト管理のカウンターパー

トや技術アドバイザーはそのような報告書や直接のモニタリングによって、プロジェクトの進

捗状況を把握している。 

                                                        
1 2010 年 3 月 1 日のレート（1 CUP=3.84 JPY）を用いて概算した。 
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（4）技術移転の方法 

本プロジェクトは、3 分野で専門家による研修によって技術移転を行っている。研修の満足

度については、地下水モデル及び GIS 研修において研修員である中核技術者からアンケート

を取っている。両研修とも教材、方法、内容、講師、時間の面から満足度が高く、総合評価で

は参加者全員が優れた研修であると回答していることから、適切な研修が行われていると言え

る。 

（5）実施機関・カウンターパートの参加状況 

実施機関はプロジェクト実施や機材の輸入・通関などに当たって配慮が行き届いている。ま

た、中核技術者は技術習得の熱意が高く、プロジェクトのオーナーシップに問題はない。一方、

中核技術者の通常業務との兼ね合いから、必ずしもプロジェクト活動に十分専念できないケー

ス（研修の全行程に参加できない、物理探査によるデータの収集などの活動に遅れが生じる、

等）もあった。 

3-3 アウトプットの達成状況 
各アウトプットの指標に基づいた達成状況は以下の通りである。なお、以下の枠内に記載する各ア

ウトプット及び指標は PDM2 からの抜粋である。 

 

アウトプット 1：GEIPI の研修講師となる中核技術者の物理探査技術が向上する。 

指標： 

1-1 研修用テキストが策定・改定される。 

1-2 電気探査（二次元比抵抗映像法）と電磁探査を実施できる技術者が養成される（5 人）。 

1-3 モデルサイトの物理探査結果が提示される。 
 
「1-1 研修用テキストが策定・改定される」については、既存のテキストに二次元比抵抗探査の中

で深層部の探査に最も適した手法（Dipole 法）が追加された。電磁波探査の研修用テキストは機材が

キューバに到着後の 2010 年 5 月以降に作成する予定である。 

「1-2 電気探査（二次元比抵抗映像法）と電磁探査を実施できる技術者が養成される（5 人）」につ

いては、6 名の物理探査担当の中核技術者に対し、主に専門家からの研修によって以下の項目の習得

を目的として技術移転が行われている。 

1. 物理探査の基本概念・原理 

2. 物理探査（二次元比抵抗探査・電磁波探査）の実施方法 

3. 物理探査（二次元比抵抗探査・電磁波探査）による観測データの解析方法 

4. 物理探査（二次元比抵抗探査・電磁波探査）データの解析結果と水理地質的解釈方法 
 
現在までに、二次元比抵抗探査及び GPS を利用した測線位置座標の取得方法、GPS 位置情報の PC

へのダウンロード、GPS 関連ソフトウェアの取り扱い等について、室内及び現地実習が行われた。 
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6 名の中核技術者中、1 名は二次元比抵抗探査に関する十分な実務経験があったため2同時期に開催

された地下水モデルの研修に参加し欠席、1 名は他業務の都合により欠席した。 

今後は、「4-2 結論」で述べたとおり延期されている電磁波探査に関する研修が実施される予定で

ある。この研修を通して電磁波探査に関する知識及び探査技術、水理地質学的検討・解釈手法の技術

移転が行われる予定である。 

なお、電磁波探査の研修後、専門家が対象の中核技術者に対して研修終了時に筆記と探査実技のテ

ストを行い、その結果により技術移転の達成度の評価が行われ、技術者が養成されたかが判断される。

その結果は事業進捗報告書に記載される予定である。 

「1-3 モデルサイトの物理探査結果が提示される」については、電気探査は専門家の指導の下で中

核技術者が実施し、その結果が 3 月 17 日の合同調整委員会（JCC）において中核技術者により発表

された。 

今後は、電磁波探査、物理探査技術実習、データ解析を経て水理地質学的検討結果が提示される予

定である。 

 

アウトプット 2：GEIPI の研修講師となる中核技術者の地下水数値モデル構築能力が向上する。 

指標： 

2-1 研修用テキストが策定される。 

2-2 地下水数値モデルを構築できる技術者が養成される（5 人）。 

2-3 2-2 で習得された手法に基づきモデルサイトの地下水数値モデルが構築される。 

2-4 モデルサイトの既存の水理地質図が精緻化される。 
 
「2-1 研修用テキストが策定される」については、研修テキスト、講義スライド、講義 PDF ファイ

ル等、計画されたテキストは全て作成された。 

「2-2 地下水数値モデルを構築できる技術者が養成される（5 人）」については、5 名の地下水モデ

ル担当の中核技術者に対し、専門家からの講義と実習によって、以下の項目の習得を目的として技術

移転が行われている。 

1. 地下水モデルの基本概念 

2. 地下水モデルの利用法 

3. 地下水モデル構築手法 

4. 地下水モデルの実践（ソラ地区への応用） 
 
現在までに、地下水モデリングの概要と方法に関する講義・演習及び関連ソフトウェア演習が実施

され、5 名全員が参加した。各参加者は、地下水モデルの基礎的知識及び差分法モデル（PMWIN）・

有限要素法モデル（FEFLOW）作成技術の概要を習得した。2009 年 6 月に実施された研修では、専

門家が 5 名の中核技術者の参加態度、理解度、習熟度の 3 項目を A～D の 4 段階で評価し総合評価を

おこなっているが、5 名とも総合評価は最も高い A であると評価されている。 

                                                        
2 2006 年に JICA 短期専門家から二次元比抵抗探査の技術移転を受けた。 
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今後は、PMWIN 及び FEFLOW を使用した 2 次元、3 次元及び密度流モデル作成実習、生データの

作成・入力によるモデルの運用までを実施して、中核技術者の能力強化が行われる計画である。 

なお、2010 年 6 月には研修が終了する予定であり、地下水モデルにおいても終了時テストを行い、

十分な技術移転が行われたかが判断され、結果は事業進捗報告書に記載される予定である。 

「2-3 2-2 で習得された手法に基づきモデルサイトの地下水数値モデルが構築される」については、

ソラ地区のモデリングを実施するに当たり、地質分布、水理地質構造、水理定数、地下水位、かん養

量、揚水量、水質の項目について各種データが必要とされている。現在までに専門家の指導の下、中

核技術者が必要な資料や情報の収集を行っている。既存の情報提供においては、キューバ側からの情

報提出に時間を要する場合があり、計画通りの活動実施のためには早急な対応が求められている。専

門家によると、モデルサイトの気象・水文調査、地表・水理地質調査によるデータ収集は 60％程度

が終了している。 

今後は、電磁波探査により水理地質構造の情報を得て、地下深部の精度の高いデータを地下水モデ

ルに適用していく予定である。また、観測井掘削、孔内検層、揚水試験などにより、補足データが収

集される予定である。 

「2-4 モデルサイトの既存の水理地質図が精緻化される」については、水理地質図は既に完成して

おり、今後は、物理探査及び観測井掘削の結果を待って断面図を作成する計画である。 

 

アウトプット 3：GEIPI の研修講師となる中核技術者の GIS 構築能力が向上する。 

指標： 

3-1 研修用テキストが策定される。 

3-2 水資源に係る GIS を構築できる技術者が養成される（5 人）。 

3-3 対象地域における GIS 図面が作成される。 
 
「3-1 研修用テキストが策定される」については、GIS の基礎知識、GIS データの作成、加工、空

間分析、各種主題図の作成方法等を含んだ 9 つのモジュールで構成されるテキスト 0 が計画通り作成

された。 

「3-2 水資源に係る GIS を構築できる技術者が養成される（5 人）」については、9 名の GIS 担当の

中核技術者に対して、専門家からの講義及び実習によって以下の項目の習得を目的として技術移転が

行われている。 

1. GIS の基本概念 

2. Cardcorp SIS の基礎 

3. 空間分析 

4. 主題図の作成 

5. ラスターデータの座標 

6. 空間データの作成 

7. 空間データの編集 

8. 属性の操作 
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9. 作成図面の印刷 
 
既に上記の 9 つの研修モジュールの全ての講義及び実習が行われた。専門家からは全員が予定通り

の解析ができるようになったと評価されている。現在は水資源に係る GIS の設計に関する OJT が行

われている。 

今後は、各中核技術者がそれぞれの県での GIS データベースの作成を継続し、2010 年 6 月には完

成する予定である。その成果として出力された図面を査定することで、専門家は中核技術者が十分な

技術を取得したか評価する予定である。また、その結果は事業進捗報告書に記載される予定である。 

「3-3 対象地域における GIS 図面が作成される」については、「GIS 構築サイト」とされているオル

ギン県、ラス・トゥナス県、カマグエイ県において、上述のとおり各中核技術者により現在作成作業

が行われている。各 3 県での水資源関連 GIS データベースを構築するために必要なハードウェア、

ソフトウェア、技術研修、オープンソースで収集可能なデータなど提供できるものは日本側から全て

提供された。また、GIS データベースの構築に必要なデータの内容、加工方法、構造などについて協

議を行った。また、作業量を考慮し、各県 EIPH の責任者に入力作業のオペレーターやコンピュータ

のアレンジ等の協力を求め、承諾されている。専門家によると、作業の 70％程度が達成されている。 

今後は、現地でしか収集できない関連データを中核技術者が収集し、データベースに入力するため

の加工処理を行い、2010 年 6 月までの完成を予定している。 

 

アウトプット 4：GEARH 及び INRH 流域管理局が、GEIPI により実施・作成される物理探査の結

果、数値モデル及び GIS を活用し、地下水評価・管理する能力が向上する。 

指標： 

4-1 GEARH及び INRH流域管理局の地下水管理に携わる技術者を対象とした研修コースが INRH

研修プログラムの中で 2 回以上実施される。 

4-2 受講者（約 45 名）の 9 割が研修内容を習得する（研修修了時にテストを実施）。 
 
アウトプット 4 については、来年度から活動が計画されており、現時点では成果はみられない。 

 

アウトプット 5：物理探査、地下水数値モデル、GIS に係る技術が GEIPI の関連技術者に移転さ

れる。 

指標： 

5-1 GEIPI の地下水開発・管理に携わる技術者を対象とした研修コースが INRH 研修プログラム

の中で各 2 回以上実施される。 

5-2 受講者（約 30 名）の 9 割が研修内容を習得する（研修修了時にテストを実施）。 

 
アウトプット 5 については、アウトプット 4 と同様に、来年度から活動が計画されている。 
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3-4 プロジェクト目標 
 

プロジェクト目標：INRH（GEIPI、GEARH を含む）の地下水開発・管理能力が向上する。 

指標： 

 対象地域における地下水開発の可能性及び課題（水理地質、地下水賦存量、水質、地下水数値

モデルによる将来予測等）がまとめられ発表される。 

 地下水数値モデル及び GIS データベースに基づく地下水解析・管理結果が GEARH の年次報告

書に反映される。 

 地下水数値モデル及び GIS データベースに基づく地下水解析・管理結果が INRH の年次報告書

に反映される。 
 
「対象地域における地下水開発の可能性及び課題（水理地質、地下水賦存量、水質、地下水数値モ

デルによる将来予測等）がまとめられ発表される」について、現行の PDM 上では明言されていない

ものの、ここで述べる「対象地域」はモデルサイトであるカマグエイ県ソラ地区を指している。本指

標はアウトプット 1、2、3 が達成されることで達成可能となるが、各アウトプットの達成度は「3-3 ア

ウトプットの達成状況」で述べたとおりである。最終的に専門家と中核技術者によりとりまとめられ

発表される予定であるが、その成果を具体的にどのように発表するかといった詳細は未定である。 

「地下水数値モデル及び GIS データベースに基づく地下水解析・管理結果が GEARH の年次報告書

に反映される」については、GEARH の技術者を対象とした研修が行われた後に研修内容に基づいた

地下水の解析・管理が行われ、その成果が年次報告書に示される予定である。年次報告書は毎年 3

月に前年分の業務報告が年次報告書に載せられており、2010 年内に研修が開始されれば 2011 年 3 月

に公表される 2010 年の年次報告書に反映されることが期待される。 

「地下水数値モデル及び GIS データベースに基づく地下水解析・管理結果が INRH の年次報告書に

反映される」については、上述の GEARH の年次報告書と同様に、計画通り 2010 年内に研修が開始

されれば、INRHの年次報告書についても 2011年 3月に公表される予定の 2010年年次業務報告書に、

研修で移転された技術を活用した地下水解析・管理結果が反映されることが期待できる。 
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第4章 評価結果 

4-1 評価５項目の評価結果 

4-1-1 妥当性 
本プロジェクトは、以下に述べるとおり中間レビュー時点でもキューバ国の政策や対象地域のニー

ズ、また日本の援助政策と引き続き整合しており、妥当性が高いと考えられる。また、開発課題に対

して貢献する手段としても適切であることが確認された。 

（1）キューバ国の政策との整合性 

キューバ国政府は 2010 年を目標年次とする国家開発計画において、5 項目からなる優先分

野を掲げており、水資源開発はそのうちの 1 つである。また経済計画省が発表した 2008 年度

の開発計画においては、「交通」、「電力」、「水資源」の開発が国内において優先 3 分野とされ

ており、特に東部地域の開発を重視することが謳われている。また、水資源にかかる開発、管

理を司る INRH においては、同庁の「戦略計画 2007－2009」における 10 の優先戦略の一つと

して「統合的な水の有効管理を通して、異常事態（異常渇水・洪水）の被害を軽減する手段を

講じること」が挙げられており、異常渇水・洪水を念頭に置いた地下水開発・管理が国家政策

上の優先的課題の 1 つと位置づけられている。2010 年になり INRH 戦略計画は改編の年を迎

えているが、本プロジェクトに関連ある戦略計画の内容に大きな変更は予定されていないとの

ことである。このように、中間レビュー時点ではこれらの政策に変更は見られず、引き続き本

プロジェクトの整合性は持続していると言える。 

（2）対象地域のニーズとの整合性 

キューバの東部地域では、全給水量のうち地下水の占める割合は約 10％であり、中でも都

市部は特に表流水への依存率が高い。2000 年以降、年間降雨量が平均値以下の年が連続し、

2004 年には 1931 年の雨量観測開始以来の最低値を記録した。ダムの総貯水量は 36％まで低下

し、時間給水が行われた。カマグエイ県では給水車による給水人口は近年も増加しており、2007

年には 70,321 人、2008 年には 77,045 人、更に 2009 年には 171,332 人3に達する深刻な状況が

みられる。一方、東部地域では地下浅層部には大規模な石灰岩からなる帯水層の分布は認めら

れないものの、深層部には有望な帯水層の分布が指摘されている。しかし、生産性の高い帯水

層の分布が期待されている深度 300～500m の探査に必要な物理探査機材・技術がない。また

地下水利用可能量の把握には詳細な調査・探査データを用いた地下水モデルの構築が必要だが、

そのノウハウ、定期的なモニタリングによる持続的なデータベースの更新や、適切な地下水管

理を行うための GIS 技術もなかった。本プロジェクトはこれらの問題に対し必要な技術を提

供するものとして、ニーズに整合していると言える。 

（3）日本の援助政策との整合性 

現時点で日本の対キューバ国別事業実施計画は策定されておらず、事前評価調査報告書にも

記載された JICA 国別事業実施計画（キューバ国別援助検討会報告書 2002 年 3 月）が引き続

                                                        
3 出所：INRH 



 4-2

き現時点でも有効な支援計画である。本計画には対キューバ国援助の重点課題として、「開発

が遅れている農村地域における上下水道や地方電化等、生活環境の整備に資するようなインフ

ラ整備への政策的・技術的助言」が挙げられていることから、引き続き本プロジェクトの整合

性が確認できる。 

（4）他ドナーとの連携・分担 

地下水開発に関連する分野での INRH に対する他ドナーからの支援はない。 

（5）手段としての適切性 

本プロジェクトは物理探査、地下水モデル、GIS の 3 つの分野において技術移転を行ってい

るが、いずれも地下水開発・管理に資する手法である。特に、モデルサイトだけではなく国内

の広い沿岸地域で揚水量と海水侵入の関係が問題となっており、本件で適用する地下水モデル

による解析結果は地下水開発・管理の視点から、重要な指針を与えることが期待されている。 

4-1-2 有効性 
以下で述べるように、現時点ではプロジェクト目標の達成見込みは十分にあり、本プロジェクトの

有効性が認められている。 

（1）プロジェクト目標の達成見込み 

本プロジェクトが取り組んでいる GEIPI の中核技術者に対する地下水モデル、GIS、物理探

査の 3 つの分野の技術移転において、前 2 者については計画通りの進捗状況が認められる。後

者については機材調達の遅れから研修に遅れが生じているが、調達の目処が付き、キューバ到

着後に延期されている研修が実施され、2010 年 7 月には全ての分野での研修が終了する予定

である。また、キューバが側の資金不足から着手されていなかった観測井の掘削業務について

は、日本側の資金支援の下で現在の計画どおりに掘削業務が開始すれば、削井、水理地質、井

戸能力等のデータが入手可能となり、プロジェクト期間内にプロジェクト目標の指標「対象地

域における地下水開発の可能性及び課題（水理地質、地下水賦損量、水質、地下水数値モデル

による将来予測等）がまとめられ発表される」を達成できると見込まれている。プロジェクト

期間後半では、中核技術者により GEARH 及び INRH の技術者や、GEIPI の他の技術者に対す

る研修が実施される予定であるが、その研修実施については関係者への聞き取り調査からは阻

害要因は現時点では確認されなかった。これらの研修を通して、物理探査の結果や地下水モデ

ル及び GIS を活用した地下水開発・管理能力が向上することが期待されており、現時点では

プロジェクト目標を達成できる見込みといえる。 

（2）アウトプットとプロジェクト目標の因果関係 

本プロジェクトの対象技術 3 分野（物理探査、地下水モデル、GIS）は今日までキューバの

水理地質分野で適用されてこなかった技術のため、それらから得られるデータを活用すること

で、プロジェクト目標である「INRH（GEIPI、GEARH を含む）の地下水開発・管理能力が向

上する」に資することが期待されている。 

プロジェクト目標達成に至るための外部条件「INRH の公社間の連携が維持される」につい

ては、今までに公社間の連携体制は維持されているものの、プロジェクトに関連する公社間で

情報共有がよりスムーズに行われる必要がある。また今後実施される観測井掘削業務では公社
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間連携が不可欠であり、INRH の調整が期待される。 

4-1-3 効率性 
資機材や専門家の投入は概ね計画とおりに実施されていて、計画に沿った活動や成果が得られてい

る。しかし、一部の活動は当初の投入計画が遅延したため遅れが見られるが、今後、各活動項目を並

行して実施する事により遅れを取り戻すことが可能と考えられる。 

（1）アウトプットの達成状況 

各指標に対するアウトプットの達成状況は、「3-3 アウトプットの達成状況」で述べたとお

りである。既に成果が出ているアウトプット 1、2、3 のうち、機材調達の遅れからアウトプッ

ト 1 の達成のための研修実施に遅れが生じているが、機材調達の目処がついており、2010 年 7

月には達成される見込みである。また、観測井掘削の遅れはソラ地区での地下水モデルの構築

及び精緻化に影響を及ぼしている。 

（2）活動とアウトプットの因果関係 

中核技術者に対する対象 3 分野の技術移転を行っているのは本プロジェクト活動だけであ

り、現在までプロジェクト活動の直接の結果として「3-3 アウトプットの達成状況」で述べ

たような成果が産出されていることから、アウトプットと活動の因果関係が確認できた。 

PDM に記載された活動からアウトプットの達成に至るための外部条件の内、「研修参加のた

めのロジスティクス（交通手段、宿泊施設）が準備される」及び、「研修参加者が地下水賦存

量調査に関して基礎的・一般的な知識技術を有している」については、条件は満たされている

ことが確認されている。「研修実施に必要な資機材が遅滞なく入手できる」については、既述

のとおり電磁波探査の機材調達の遅れ、及び観測井掘削に必要な資機材購入のための費用負担

が困難となったことによる掘削の遅れが生じており、活動の進捗に影響を及ぼしている。また、

「プロジェクト活動に必要な情報が遅延なく入手できる」については機関をまたぐ情報入手や

水理地質情報の入手に時間がかかることが指摘されている。 

（3）投入の質・量・タイミング 

日本側・キューバ側共に人材の投入は適切に行われている。日本側の資機材供与においては、

車両、コンピュータなどの機材は計画通りに調達が行われ、輸送手段や諸機材の慢性的な不足

がみられるキューバではプロジェクト運営・実施において効率的に活用されている。一方、電

磁波探査機については調達の遅延のため関連する活動が延期されている。キューバ側からの

ローカルコスト負担は概ね適切に行われている。しかし、観測井の建設資機材などの費用負担

が不可能であるとし、現在まで実施されていない。 

4-1-4 インパクト 
上位目標については、調査団派遣前の段階の検討の中で、以下に述べるように、プロジェクト目標

との因果関係に乖離が見られることが指摘された。プロジェクトによる正負の波及効果は現時点では

確認されていない。 

（1）上位目標の達成見込み及びプロジェクト目標との因果関係 

本プロジェクトの上位目標の達成見込みを検討することは現時点では時期尚早であると考
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えられる。一方で、設定されている上位目標の妥当性について、本プロジェクトでは地下水開

発・管理に関わる技術を扱っているものの、上位目標は水資源管理全体について述べており、

表流水の管理等、本プロジェクトの範囲外である要素が大きい。この点を含め、PDM の変更

については、後述する。 

プロジェクト目標の達成から上位目標の達成に至るための外部条件として、PDM には「地

下水調査に係る資機材、構築した地下水モデル、GIS データベースが適切に維持管理される」

及び、「地下水管理に基づいた給水計画が策定・実施される」が挙げられている。両外部条件

を可能にするために本プロジェクトが行っている技術移転の進捗は、既述のとおり一部遅れが

生じているものの、今後、各活動を並行して実施する等、遅れを取り戻すための活動の実施計

画に沿ってプロジェクトを遂行する事により遅れは取り戻せる予定となっている。移転された

技術を活用していくための体制については、自立発展性で述べるとおりである。 

（2）波及効果 

中核技術者に対する研修によって移転された技術は、各技術者の所属先の EIPH において、

プロジェクト外の地域における業務でもプロジェクトで技術移転を受けたソフトを活用して

データの処理を行うなどの技術が活用されつつある。具体的には、シエゴデアビラ EIPH の地

下水モデル研修受講の中核技術者は、塩水帯水層の水理地質情報から地下水モデルを構築し、

良好な水質の帯水層からの揚水量、地下水位、塩水混入をシミュレーションしている。今後技

術移転が更に進むことで、収集したデータや地下水モデルを活用した計画の策定や事業の実施

など、技術活用による波及効果が生じることを期待できる。 

4-1-5 自立発展性 
中間レビューの現時点では、継続的な政策支援が望めること、移転した技術の習得度も良好である

ことから、これらの技術が将来的に活用されていくことが期待できる。一方、財政面では経済悪化の

影響を受けていることから、今後の動向に留意する必要がある。 

（1）政策・制度面 

INRH の戦略計画は 2010 年に改編を予定しているが、異常渇水・洪水の対策として地下水

開発・管理を国家政策上の優先的課題とする方針には変化はないと考えられている。 

（2）組織・財政面 

組織面では、政府の地方分権政策による行政区の変更の可能性があり、INRH や GEIPI、

GEARH を含む関連機関の組織にも影響が生じる可能性はあるが、INRH や関連機関の組織規

模は現時点のものが維持されると考えられている。 

財政面では、経済の悪化から既述のように資金難による活動の遅延が発生している。本プロ

ジェクトでの技術普及には財政的問題はないと考えられるものの、プロジェクト後に移転した

技術を活用した事業の展開や持続性には制限要因となる可能性もある。 

（3）技術面 

聞き取り調査や質問票の結果、中核技術者はプロジェクトにより導入された技術は有用性が

高いと評価しており、技術は受け入れられていることが確認された。「3-3 アウトプットの達
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成状況」で述べたとおり、専門家の評価や今までの技術習得度評価の結果によると、今まで提

供した研修による中核技術者の技術の習得度は電磁波探査以外の分野では、基礎的な知見や基

礎実習を終え、いくつかのパラメーターによる解析ができる程度と判断できる。今後の研修及

び現地作業で経験を積み重ね、更に理解を深めると共に、それらの技術を活用して収集した

データや構築したモデルを評価、判定できる能力を、専門家の指導のもとで身に付けることが

望まれる。また、後半に実施される GEIPI の中核技術者から GEARH の技術者や更に多くの

GEIPI の技術者に対する研修によって、移転された技術が拡大定着することが期待できる。 

一方、将来的な技術の活用については、移転された技術の活用計画を具体化していく必要性

が指摘されている。例えば、GIS データの構築に当たって、各県の EIPH が情報センターとなっ

てデータベースの構築及び更新を行い、必要に応じて情報を提供する体制を構築するのか、そ

の他の方法を取るのかによって必要な機材やソフトの数、今後育成する技術者の数などが異な

る。そのような計画が将来的には必要となる。 

探査・調査・分析機材については JICA 供与機材を除くと長年の使用を経て老朽化している

ものがあるが、更新される可能性もなく丁寧に使用している現況である。しかし、一部の機器

の精度、能力が低くニーズに対応できない面が見て取られる。 

4-1-6 効果発現貢献・阻害要因 
プロジェクトの効果発現に貢献・阻害している要因としては以下が確認された。 

（1）計画内容に関するもの 

【貢献要因】 
 機材の調達に時間を要することが事前に想定されていたため、プロジェクト開始前に 6 ヶ

月の機材調達期間を設けた。それにより、車両やコンピューターは時宜を得た投入が可能

となり、効率的なプロジェクトの運営・実施が可能となった。 

【阻害要因】 
該当事項は確認されなかった。 

 
（2）実施のプロセスに関するもの 

【貢献要因】 
 中核技術者は水理地質に関する基礎知識があり、地下水調査・開発の経験や知見があり、

コンピュータ操作にもある程度習熟していたため、初歩的な技術項目を割愛でき、技術移

転が概ね順調に行われている。 
 

【阻害要因】 
 上述のとおりプロジェクト開始前に 6 ヶ月の機材調達期間を設けたが、電磁波探査機につ

いては調達手続きに時間を要し、探査研修の実施に遅れが生じた。 

 観測井の掘削はキューバ側の費用負担で行う予定であったが、経済状況の悪化から費用捻

出の見込みが立たず、遅れが生じている。 

 カウンターパート以外の機関に関係する情報の提供に時間を要するケースがある。 

 中核技術者の日常業務の多忙さから、電気探査の実施に遅れが生じたり、十分に研修内容

の自習ができないケースが生じた。 
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4-2 結論 
本プロジェクトは専門家とカウンターパート及び関係諸機関の尽力により、プロジェクト期間前半

の主要な活動であった中核技術者への技術移転は電磁波探査に関する研修以外は順調に進捗してい

る。電磁波探査機材の調達の遅れから同分野の研修実施に遅れが生じたが、調達の見込みが立ち、2010

年 7 月には不足分の研修と研修の一環としての OJT によるデータ収集が行われるため、遅れが取り

戻せる予定となっている。また、観測井掘削業務の遅れについては、GEIPI を中心とした INRH によ

る調整が進んでおり、日本側の資金協力の下、2010 年 8 月には井戸建設が終了する予定である。プ

ロジェクト期間後半では前半で技術移転を受けた中核技術者による GEARH、INRH 及び GEIPI の職

員に対する研修が開始される予定であるが、これらの活動に対する大きな阻害要因は指摘されていな

いが、きめ細かな計画を策定し実施に移すことでプロジェクト目標の達成が期待できる。 

5 項目においては、キューバ国政府の政策、対象地域のニーズ、日本の援助政策と整合しているこ

とから妥当性が認められ、各成果の達成によりプロジェクト目標の達成見込みがあることからその有

効性についても確認できた。効率性については、実施された投入は十分に活用されアウトプットの産

出に結びついている。機材の調達遅延の影響は認められるが、今後遅れを取り戻し、アウトプットを

達成することが期待できる。また、阻害要因としていくつかの課題が指摘され、合同中間レビューメ

ンバーから次章で述べるような提言がなされた。インパクトについては上位目標とプロジェクト目標

の因果関係の乖離が指摘された。また現時点では正負の波及効果は確認されなかった。自立発展性に

ついては、財政面では経済悪化の影響を受けていることから、今後の動向に留意する必要性が確認さ

れた。また、技術面では将来の技術活用計画の検討を開始する必要性が指摘されている。 

以上の点から、次章にプロジェクト期間後半の活動における提言を作成した。専門家とカウンター

パート及び関係機関においては、提言の内容に留意しながら今後もプロジェクト活動に従事し、プロ

ジェクト終了時には目標を最大限に達成するよう尽力することが期待される。 
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第5章 提言と教訓 

5-1 提言 
以上のような中間レビュー結果から、合同中間レビューチームから以下の（1）から（8）の提言が

なされた。また、日本側調査団が帰国後に調査結果を再検討した結果、（9）の提言が追加された。 

（1）プロジェクト運営における情報共有・コミュニケーションの促進 

プロジェクトの運営やモニタリングにおいて、専門家とカウンターパートは情報の共有に更

に努め、十分なコミュニケーションをとって活動の詳細計画の策定や実施がよりスムーズに行

われるように尽力することが求められる。 

（2）中核技術者の活動状況への配慮 

GEIPI の中核技術者は、通常業務も併せ持つ多忙な中でプロジェクト活動に取り組んでいる

が、プロジェクトの研修に参加できない、課題提出（データの収集）に遅れが生じるなどの状

況も発生している。実施機関は、プロジェクト期間内に最大限の成果を達成できるように、中

核技術者の活動状況に便宜を図ることが期待される。 

（3）必要な情報提供の迅速化 

INRH 及び GEIPI は、キューバ側の複数の実施機関が必要とする情報の提供をスムーズに行

うように配慮し、十分な調整を今後も継続していくことが期待される。 

（4）観測井掘削の効率的な実施 

INRH及び GEIPIは、遅れが生じている観測井掘削について早急に対応する努力をしている。

しかし、これ以上の遅れが生じた場合はプロジェクト目標の達成に影響を及ぼす恐れもあるこ

とから、関係する各公社間の連携と調整に更に努め、無駄のない工程管理とロジスティック支

援が期待される。 

（5）モデルサイトにおける地下水開発の可能性及び課題の取りまとめに関する活動の具体化 

プロジェクト目標の指標である「対象地域（モデルサイトを指す）における地下水開発の可

能性及び課題（水理地質、地下水賦存量、水質、地下水数値モデルによる将来予測等）がまと

められ発表される」について、専門家とカウンターパートはどのような取り纏め及び発表を行

うかを早い段階で具体化することが求められる。 

（6）将来的な技術活用のための計画の検討 

INRH 及び GEIPI においては、今後プロジェクトにより移転された技術の活用及び必要な体

制や機材の配置など、専門家の助言を得て、具体的な検討を開始することを提言する。 

（7）老朽化した機材の更新 

本プロジェクトで移転している技術を将来的に十分に活用していくために、INRH の関連機

関は積極的に機材の更新を推進することが望ましい。 
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（8）PDM の改定 

現行の PDM（バージョン 2）において、主に以下の点での改定を提言する。 

• 上位目標をプロジェクト目標との乖離がないように修正する。 

• 統一されていない用語や誤った表現を修正する。 

• 不明確な指標については改善する。 

• 活動の表現が不明確な点を修正する。 
 

なお、主な修正内容（現行 PDM と修正案の比較）は下表 5-1 に示すとおり。改訂版 PDM

（バージョン 3 和文）については「添付資料 3：PDM（バージョン 3）」を参照のこと。 

（9）中核技術者から技術者養成の課題 

中核技術者から各県毎に技術者を養成する OJT は、今後の重要な業務項目であるが、実施

においては、①研修機材（PC、物理探査機、ソフトウェア等）の利用可能数量が少ない、②

研修生の技術的バックグラウンドが異なっている、③研修時間の確保が難しい、等の課題が想

定される。このため、INRH の強力なリーダーシップの下、GEIPI 中核技術者は専門家の助言

を得て、きめ細かな計画を策定の後、OJT を開始することが不可欠となろう。 

表 5-1 PDM の主な修正内容 
現行 PDM（バージョン 2） PDM 改定案（バージョン 3） 改定案の理由 

プロジェクト期間 
2008 年 11 月～2012 年 2 月 2008 年 11 月～2012 年 4 月 RD に記載されているとおりに修

正した。 

ターゲットグループ 【研修コース受講者】 
土木コンサルティング公社
（GEIPI）30 人、水利公社
（GEARH）の技術者 40 人 

INRH 流域管理局・水利工事局 5
人、土木コンサルティング公社
（GEIPI）30 人、水利公社
（GEARH）40 人の各技術者 

「INRH 流域管理局・水利工事局
5 人」の記載漏れがあったため修
正した。 

上位目標 
東部地域において、水資源が適切
に利用される。 

東部地域の水資源利用において、
地下水が適切に利用される。 

プロジェクト目標である「地下水
開発・管理能力の向上」との因果
関係を明確にするため。 

アウトプット４ 
GEARH及び INRH流域管理局が、
GEIPI により実施・作成される物
理探査の結果、数値モデル及び
GIS を活用し、地下水評価・管理
する能力が向上する。 

GEARH 及び INRH 流域管理局・
水利工事局が、GEIPI により実
施・解析される物理探査の結果、
地下水モデル及び GIS を活用し、
地下水評価・管理する能力が向上
する。 

「INRH 流域管理局及び水利工事
局 5 人」の記載漏れがあったため
修正した。 

プロジェクト目標の指標 
対象地域における地下水開発の
可能性及び課題（水理地質、地下
水賦存量、水質、地下水数値モデ
ルによる将来予測等）がまとめら
れ発表される。 

モデルサイトにおける地下水開
発の可能性及び課題（水理地質、
地下水賦存量、水質、地下水モデ
ルによる将来予測等）がまとめら
れ発表される。 

ここでは｢対象地域｣の中でもモ
デルサイトを指すため、「モデル
サイト」と明記した。 
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アウトプットの指標 
1-2 電気探査（二次元比抵抗映像

法）と電磁探査を実施できる
技術者が養成される（5 人）。 

1-2 電気探査（二次元比抵抗映像
法）と電磁波探査を実施でき
る技術者が養成される（5 人）
（研修修了時に筆記と探査実
技テストを実施）。 

技術者の養成が達成されたかを
確認する方法を明記した。 

2-2 地下水数値モデルを構築でき
る技術者が養成される（5人）。 

2-2 地下水モデルを構築できる技
術者が養成される（5 人）（研
修修了時にテストを実施）。 

同上 

3-2 水資源に係る GIS を構築でき
る技術者が養成される（5人）。 

3-2 水資源に係る GIS を構築でき
る技術者が養成される（5 人）
（作成された図面により確
認）。 

同上 

3-3 対象地域における GIS 図面が
作成される。 

3-3 GIS 構築サイトにおける GIS
図面が作成される。 

ここでは｢対象地域｣の中でも
「GIS 構築サイト」を指すため明
記した。 

4-1 GEARH及び INRH流域管理局
の地下水管理に携わる技術者
を対象とした研修コースが
INRH 研修プログラムの中で
2 回以上実施される。 

4-1 GEARH 及び INRH 流域管理
局・水利工事局の地下水管理
に携わる技術者を対象とした
研修コースが INRH 研修プロ
グラムの中で 2 回以上実施さ
れる。 

INRH の水利工事局が記載されて
いなかったため、追加した。 

指標の入手手段 
3-3 記載なし 3-3 出力図面等 記載漏れがあったため修正した。

活動 

4-1 本プロジェクトにおいて技術
移転された物理探査、数値モ
デル、GIS に関する知見及び
獲得されたデータに基づく地
下水評価、管理に関して、研
修講師となる中核技術者が中
心となって作成する GEARH
及び INRH 流域管理局職員向
けの研修計画について、助言
を行う。 

4-1 物理探査、地下水モデル、GIS
に関する知見及び取得された
データに基づく地下水評価・
管理に関して、専門家の助言
の下、中核技術者が GEARH
及び INRH 流域管理局・水利
工事局職員向けの研修計画を
作成する。 

プロジェクト後半での活動を明
確に表現するために修正した。 

4-2 GEIPI の中核技術者が作成・改
訂する研修テキストについ
て、助言を行う。 

4-2 専門家の助言の下、GEIPI の中
核技術者が研修テキストを作
成・改訂する。 

同上 

4-3 GEIPI の中核技術者が実施す
る研修に出席の上、適宜補足
説明等を行う。 

4-3 GEIPI の中核技術者が研修を
実施し、専門家は適宜補足説
明等を行う。 

同上 

4-4 研修の事後に GEIPI の中核技
術者との協議を通じて次回へ
のフィードバックを行う。 

4-4 研修後に GEIPI の中核技術者
と専門家で協議を行い、次回
へのフィードバックを行う。

同上 

5-1 GEIPI の中核技術者が行う組
織内のその他の技術者向け研
修の支援を行う。 

5-1 物理探査、地下水モデル、GIS
に関して、専門家の支援の下、
GEIPI の中核技術者が組織内
のその他の技術者向けの研修
の準備を行う。 

同上 
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5-2 GEIPI の中核技術者が実施す
る研修に出席の上、適宜補足
説明等を行う。 

5-2 GEIPI の中核技術者が研修を
実施し、専門家は適宜補足説
明等を行う。 

同上 

5-3 研修の事後に GEIPI の中核技
術者との協議を通じて次回へ
のフィードバックを行う。 

5-3 研修後に GEIPI の中核技術者
と専門家で協議を行い、次回
へのフィードバックを行う。

同上 

その他（用語の修正） 
地下水モデル、地下水数値モデ
ル、数値モデル、などの併用 

「地下水モデル」に統一 用語の統一のため 
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1. Descripción del Estudio para la Evaluación Intermedia 
1-1 Objetivo del Estudio para la Evaluación Intermedia 
Este estudio se realizó, con los miembros cubanos de Evaluación Conjunta, sobre la cooperación 

técnica para el Proyecto de Mejoramiento de la Capacidad de Desarrollo y Manejo del Agua 

Subterránea para la Adaptación al Cambio Climático en Cuba con los siguientes objetivos:  

(1) Dicho proyecto de cooperación técnica comenzó en noviembre de 2008 y terminará en abril de 

2012. Al alcanzar un cierto nivel la capacitación de los principales técnicos, trabajo planificado 

en la primera fase del Proyecto, hasta marzo de 2012, se aprovechará esto para verificar el 

insumo ejecutado, actividades realizadas y el nivel que haya alcanzado el plan hasta la fecha, a 

fin de confirmar su pertinencia frente al plan de acción.  

(2) Se verificará desde cinco criterios de evaluación como Pertinencia, Efectividad, Eficiencia, 

Impacto y Sostenibilidad, para hacer recomendaciones sobre algunos aspectos como lineamiento 

a seguir hasta el fin del proyecto y lecciones aplicables para otros proyectos de cooperación 

técnica similares a éste.  

(3) Revisar el Matriz de Diseño del Proyecto (PDM) en caso necesario, para que queden más 

clarificados los resultados de la evaluación que se ejecutará al final del proyecto.  

 

1-2 Miembros de Evaluación Conjunta 
Este estudio fue realizado por el equipo de evaluación conjunta, compuesta por los representantes de 

las partes japonesa y cubana., cuyos miembros son: 

 

[Parte Cubana] 

Nombre Institución 
Ing. Hildelisa Rodríguez Fumero Especialista en Colaboración Internacional, Instituto Nacional de 

Recursos Hidráulicos (INRH) 
Lic. Yasmina Agüero Kassabb Jefa de Departamento de Cuencas Hidrográficas, INRH 

[Parte Japonesa] 

Nombre Cargo Institución 
Dr. Katsuhito Yoshida Jefe de Misión Consejero técnico, Agencia de Cooperación 

Internacional del Japón (JICA) 
Lic. Yuki Ohashi Análisis de evaluación Consultora, INTERWORKS Co.,Ltd. 
Lic. Miki Kanda Planificación de la 

cooperación 
Directora asistente, Div. Planificación y 
Coordinación, Depto. Medioambiente Global, 
JICA 

Lic. Atsuko Yoshikawa Intérprete Coordinadora de Capacitación, 
Centro de Cooperación Internacional de Japón 

 

1-3 Programa de Estudio 
Se llevó a cabo el estudio en Cuba del 1 al 17 de Marzo de 2010, y sus detalles son como se 

muestran en el Anexo 1 “Programa de Estudio”.  
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2. Perfil del Proyecto 
2-1 Antecedentes del Proyecto 
La República de Cuba es un archipiélago con una extensión total de 110,861km2, formada de unas 

1,600 islas, y una población de 11.17 millones de habitantes (año 2002). La precipitación media 

anual es de 1,375mm, concentrándose su 80% en la temporada lluviosa que dura de mayo a octubre, 

y hay gran diferencia en su distribución espacial anual, entre 4,000mm y 400mm. La disponibilidad 

total de agua en Cuba es de 24.0km3(la superficial：18.0km3 y la subterránea：6.0km3), siendo de 

2,239m3 la disponibilidad anual por persona, mientras el agua realmente usada por persona en el año 

2000 fue de 1,295m3. El 64% del agua usada proviene de la superficial.   

 

En los últimos años, vienen registrándose las precipitaciones anuales menores del promedio anual, 

marcando el valor mínimo histórico en 2004 desde que comenzó la observación de la caída de 

lluvias en 1931. Especialmente en cinco países orientales, el volumen total del agua en embalses 

llegó a bajar hasta el 36%, lo que ha provocado un suministro muy restringido, generalizando el 

racionamiento o abastecimiento por camión cisterna. Pese a que el 2006 fue un año lluvioso, 

continúa la dificultad de abastecimiento en la Región Oriental, siendo el 61.4% la conexión 

domiciliaria (la media nacional: el 75.3%). El hecho de que las cinco provincias orientales cuenten 

sólo con acuíferos de poca profundidad se convierte en una de las causas de la dependencia de la 

superficial el 90% de agua. En estas circunstancias, el Instituto Nacional de Recursos Hidráulicos, 

INRH (unos 300 funcionarios), estudia la posible explotación de aguas subterráneas de mayor 

profundidad, para minimizar el racionamiento de agua como suministro por determinadas horas, 

aunque ocurran sequías inusuales.  

 

En Cuba el INRH administra los recursos hídricos, teniendo bajo su control ocho empresas públicas: 

Grupo Empresarial de Aprovechamiento de Recursos hidráulicos (GEARH, con un total de personal 

técnico de 1,147 personas) y el Grupo Empresarial de Investigaciones, Proyectos e Ingeniería 

(GEIPI, con un total de personal técnico de 177 personas) y otras seis empresas públicas 

independientes, y le compete la administración general de los recursos hidráulicos como su 

aprovechamiento excepto para el riego, control, explotación y gestión. 

Al INRH, sin embargo, le faltan las tecnologías de prospección geofísica y los conocimientos como 

análisis de la distribución de aguas subterráneas para desarrollar, administrar y mantener 

correctamente esos recursos que se encuentren con mayor profundidad (superior a 200m). 

 

En esta situación, Agencia de Cooperación Internacional del Japón (JICA) envió a Cuba expertos de 

corto tiempo, de abril a mayo y de octubre a diciembre de 2006 para identificar mantos freáticos, 

teniendo a GEIPI como institución contraparte para transferir tecnología básica de la prospección 
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eléctrica a sus funcionarios de áreas de desarrollo y administración del agua subterránea. En agosto 

de 2006, Cuba solicitó al Japón la cooperación técnica para mayor aprovechamiento de las 

tecnologías de prospección geofísica incluida la electromagnética y los resultados obtenidos de su 

investigación, junto con la administración de agua subterránea mediante la modelación numérica y el 

Sistema de Información Geográfico (SIG). Ante esta solicitud, JICA llevó a cabo el estudio 

preliminar en febrero de 2008, y firmó el Acta de Discusión (R/D) el 25 de junio de 2008, que 

establece el marco de este Proyecto de cooperación técnica, tras llegar a un acuerdo con la parte 

cubana.  

 

A partir del 16 de noviembre de 2008 envió expertos y ahora que el proyecto llega a la mitad de su 

período de ejecución ha decidido mandar el Equipo de Evaluación Intermedia.  

 

2-2 Resumen de Proyecto 
 

Nombre 
Proyecto de Mejoramiento de la Capacidad de Desarrollo y Manejo del Agua Subterránea 
para la Adaptación al Cambio Climático en Cuba 

Ente ejecutor Instituto Nacional de Recursos Hidráulicos(INRH) 

Área Objeto 
Sitio modelo: El distrito Sola, Provincia de Camagüey 
Área para la elaboración del SIG: Provincias de Holguín, Las Tunas y Camagüey 
Procedencia de los participantes de las capacitaciones: Todas las Provincias de Cuba 

Grupo meta 
Beneficiarios directos: Funcionarios del Depto. Cuencas Hidrográficas del INRH, del 
GEIPI y del GEARH 
Beneficiarios indirectos: Población de la región oriental de Cuba 

Fecha de R/D El 25 de junio de 2008 
Período de 
cooperación 

De noviembre de 2008 a abril de 2012 (3 años y medio) 

 

El “Resumen del Proyecto” de “PDM 2”, versión vigente, aclara el “Objetivo Superior”, “Objetivo 

del Proyecto” y “Resultados” según las siguientes expresiones:  

 

Objetivo Superior 

Se utilizan los recursos hídricos de manera adecuada en la Región Oriental. 

 

Objetivo del Proyecto 

Mejora la capacidad de desarrollo y manejo del agua subterránea de INRH（incluyendo GEIPI y 

GEARH） 

 

Resultados Esperados del Proyecto 

1. Mejora el nivel técnico de la prospección geofísica de los principales técnicos de GEIPI que 

servirán como instructores 
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2. Mejora la capacidad de construir modelos numéricos de agua subterránea de los principales 

técnicos que servirán como instructores en las capacitaciones de GEIPI. 

3. Mejora la capacidad de establecer SIG de los principales técnicos que servirán como instructores 

en las capacitaciones de GEIPI 

4. Mejora la capacidad de GEARH y la dirección de manejo de cuencas hidráulicas de INRH para 

la evaluación y manejo del agua subterránea aprovechando los resultados de las prospecciones 

físicas, los modelos numéricos y SIG, ejecutados y elaborados por GEIPI.  

5. Se transfiere a los técnicos involucrados de GEIPI técnicas relacionadas con la prospección 

geofísica, modelos numéricos de agua subterránea y SIG. 

 

 

3. Metodología de Evaluación Intermedia 
La Evaluación Intermedia del Proyecto se ha llevado a cabo según el siguiente proceso: 

(1) Elaborar la tabla de evaluación y acordar el diseño de evaluación.  

(2) Recolectar la información a base de revisión de documentos, entrevista y cuestionario 

distribuido al personal relacionado al Proyecto, según la tabla de evaluación.  

(3) Verificar el grado de logros y resultados, conforme al insumo acordado en R/D y los indicadores 

del PDM. 

(4) Analizar los factores favorables y desfavorables para el desarrollo del Proyecto, incluyendo los 

que incidan en el programa y proceso de proyecto.  

(5) Analizar el Proyecto en general conforme a cinco criterios de evaluación.  

(6) Definir recomendaciones y lecciones, una vez obtenidos los resultados de análisis. 

(7) Debatir el borrador de los resultados de evaluación con las partes interesadas y reflejar sus 

resultados en los resultados.  

(8) Acordar entre las partes japonesa y cubana sobre los resultados de evaluación.  

 

3-1 Temas de Evaluación 
En cuanto a los temas a evaluar en esta Evaluación Intermedia, se han formulado de acuerdo con el 

Lineamiento de Evaluación de JICA y PDM vigente (versión 2). Su contenido aparecerá en el Anexo 

5 “Tabla de Evaluación”.  

 

3-2 Recolección y Análisis de Información 
3-2-1 Metodología de Recolección de Información 
Se recogieron los datos e información según alguno de los siguientes métodos: 

 

(1) Estudio de documentos 

Extraer información necesaria de los documentos e informes disponibles antes y durante el Estudio 
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Local como Informe de Evaluación Preliminar, R/D, Informe Inicial, Informe de Progreso, junto con 

los datos preparados en otros proyectos.  

 

(2) Investigación mediante el cuestionario 

Elaborar y distribuir con antelación los sendos cuestionarios para los expertos y el personal 

contraparte para captar la información.  

 

(3) Observación directa 

Visitar los sitios de proyecto para verificar el desarrollo de las actividades.  

 

(4) Entrevista 

Entrevistar al personal relacionado al Proyecto como expertos, personal de INRH, GEIPI, GEARH y 

principales técnicos para captar la información necesaria. 

 

3-2-2 Aspectos de Evaluación 

La tabla 1 muestra los aspectos de evaluación y sus detalles que se aplicarán para la Evaluación 

Intermedia: 

Tabla 1: Aspectos de Evaluación 

Logros del Proyecto  
Se verifica el nivel de logro con respecto a los Insumos, Resultados 
esperados, y Objetivo del Proyecto.  

Proceso de Implementación 
Se verifican las actividades ejecutadas durante el período del 
Proyecto. 

Pertinencia 

Un criterio para verificar la validez y necesidad de un proyecto de 
cooperación, desde varios ángulos como: Si los efectos esperados (el 
Objetivo del proyecto y el Objetivo Superior) satisfacen las 
necesidades de los beneficiarios objetivo; si la intervención del 
proyecto es adecuada como solución de los problemas en cuestión; si 
el contenido del proyecto tiene consistencia con las políticas tanto del 
país donante como del país receptor; si son apropiados las estrategias 
y enfoques del proyecto; y si se justifica implementar el proyecto con 
fondos públicos en el marco de la Asistencia Oficial para el Desarrollo 
(AOD). 

Efectividad 
Un criterio para verificar si la implementación del proyecto ha 
favorecido o favorecerá a los beneficiarios o a la sociedad, grupo meta 
del proyecto. 

Eficiencia 
Un criterio para verificar si se aprovechan o se aprovecharán 
eficientemente los recursos invertidos por el proyecto, desde el punto 
de vista de la relación entre el costo y efecto del proyecto. 

Impacto 
Un criterio para verificar los efectos del proyecto vistos desde las 
perspectivas de largo plazo, repercusiones directas e indirectas, 
positivas o negativas, e incluso inesperadas. 

5 Criterios 

Sostenibilidad 
Un criterio para verificar si los efectos producidos por el proyecto se 
mantienen, aún después de que se termine la asistencia. 

Fuente: Lineamiento de JICA para la Evaluación de Proyectos ~ Métodos Prácticos para la Evaluación de Proyectos ~ 
(Febrero de 2004) 
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4. Resultados de Proyecto y Proceso de Ejecución 
4-1 Insumo 
El insumo efectuado viene a continuación (Véase el Anexo 7 “Insumo efectuado” para ver sus 

detalles).  

 

4-1-1 Insumo de la parte japonesa 

(1) Envío de expertos 

Hasta marzo de 2010 ha habido un envío total de 23.1 hombre-mes, mediante 15 veces de envío de 

un total de 6 especialistas de varias áreas, conforme al programa de actividades: Líder/Modelos de 

agua subterránea 1, Modelos de agua subterránea 2, Hidrogeología 1, Hidrogeología 2, Prospección 

geofísica y SIG, con una duración entre 15 y 66 días. Además, ha sido enviado el personal de 

coordinación de trabajo, según las necesidades de las actividades de los mencionados especialistas.  

 

(2) Donación de materiales y equipos 

Se han entregado hasta la fecha diversos equipos y materiales como vehículo, registrador eléctrico 

de pozos, computadora, programa de SIG, equivalente a un total de 22.88 millones de yenes. 

 

(3) Capacitación en Japón 

No se ha ejecutado hasta la fecha. Se espera que cuatro principales técnicos  del Grupo Empresarial 

de Investigaciones, Proyectos Hidráulicos (GEIPH), personal técnico de contraparte cubana, y uno 

del Grupo Empresarial de Aprovechamiento de Recursos Hidráulicos (GEARH) participen en un 

curso de capacitación organizado en mayo de 2010 en el Japón, con 19 días de duración. 

 

(4) Costo de proyecto 

Se ha desembolsado, hasta el fin de diciembre de 2009, un monto de 3,537,000 yenes 

aproximadamente como gastos locales de proyecto.  

 

4-1-2  Insumo de la parte cubana 

(1) Designación del personal contraparte 

Se han nombrado: al Vice Presidente del INRH como Director General de Proyecto; al Director 

General del GEIPI como Director de Proyecto; y al Director Técnico y especialista del GEIPI como 

Administrador de Proyecto y asesor del mismo. Como personal contraparte objeto de transferencia 

tecnológica del Proyecto, fueron designados 16 principales técnicos de EIPHs y Empresas de 

Investigaciones, Proyectos e Ingeniería (EIPIs) de varios lugares.  

 

(2) Personal administrativo 
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En cuanto al secretariado del Proyecto por parte cubana, lo asume el Director Técnico del GEIPI 

como Administrador de Proyecto.  

 

(3) Instalaciones necesarias para la ejecución del Proyecto 

Se proporciona una sala de trabajo para los expertos japoneses a partir de febrero de 2009, dentro de 

las instalaciones del Centro Integrado de Tecnología del Agua (CITA), ubicado en Camagüey. Este 

establecimiento cuenta con el edificio administrativo, aulas de capacitación, comedor, dormitorio e 

instalaciones para ensayos en el exterior, y se están usando para la capacitación del Proyecto. La 

capacidad de una aula es para unas 20 personas. El dormitorio tiene capacidad de unas 15 personas. 

Aparte de dicha aula principal, tiene cuartos pequeños para la capacitación, uno de los cuales es 

asignado para el cuarto de trabajo para los expertos japoneses.  

 

(4) Asunción del costo local 

Se les provee a los capacitados los viáticos (gastos de viaje y comidas en el dormitorio de CITA), en 

un monto total de xxxx. En cuanto a la perforación de pozos de observación, se planeó que la 

asumiera la parte cubana, pero ha quedado estancada debido a la falta de materiales y divisas y la 

parte cubana solicita apoyo a la parte japonesa. 

 

4-2 Actividades 
El plan y resultados de las actividades de proyecto se muestran en el Anexo 4 “Plan de Operación”. 

En cuanto a la transferencia de tecnología acerca de la prospección geofísica, se ha aplazado para el 

tercer año la de la prospección electromagnética, debido al retraso de la adquisición del equipo que 

iba a donar la parte japonesa. Referente a la construcción de modelos numéricos del agua 

subterránea, hay demora en la recolección de datos, debido al retraso de la perforación de pozos de 

observación en el sitio modelo. El resto de las actividades se están llevando a cabo según lo 

planeado.  

 

4-3 Resultados 
El grado de logro, según los indicadores de cada Resultado, aparece a continuación: 

 

Resultado 1： Mejora el nivel técnico de la prospección geofísica de los principales técnicos 

de GEIPI que servirán como instructores 

Indicadores： 

1-1  Se elabora y revisa el material de capacitación  

1-2  Se forman técnicos (5 personas) capaces de realizar prospección eléctrica (método de 

imágenes bidimensionales de resistividad) y prospección electromagnética  
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1-3  Se publican los resultados de la prospección geofísica del sitio modelo.  

 

En cuanto al: “1-1 Se elabora y revisa el material de capacitación”, se ha agregado al material 

disponible el texto sobre la metodología Polo-polo, la más adecuada para una mayor profundidad de 

las que se ejecutan mediante las imágenes bidimensionales de resistencia específica. En cuanto al 

texto sobre la prospección electromagnética, se elaborará después de julio de 2010 cuando se 

culmine la adquisición del equipo correspondiente.  

 

En cuanto al: “1-2  Se forman técnicos (5 personas) capaces de realizar prospección eléctrica 

(método de imágenes bidimensionales de resistividad) y prospecciones electromagnéticas ”, se 

ha transferido la tecnología a 6 personas de contraparte cubana del área de prospección geofísica, 

con el fin de dominar los siguientes ítems, principalmente con los expertos japoneses:  

1. Concepto básico y principios de la prospección geofísica  

2. Los métodos de ejecutar la prospección geofísica (métodos de imágenes 

bidimensionales de resistividad y electromagnético)  

3. Los métodos de analizar datos de observación mediante la prospección geofísica 

(métodos de imágenes bidimensionales de resistividad y electromagnético) 

4. Los métodos de lectura hidrogeológica de los resultados de análisis de la  

prospección geofísica (métodos de imágenes bidimensionales de resistividad y 

electromagnético) 

 

Hasta la fecha se han efectuado las prácticas en aula e in situ la determinación de las coordenadas de 

ubicación de líneas de medición y método de imágenes bidimensionales de resistividad, descarga a 

la computadora de la información de las ubicaciones de GPS, manejo de programas relacionados a 

GPS. De los seis técnicos contrapartes, uno se ausentó de la capacitación del método de imágenes 

bidimensionales de resistividad por tener ya suficiente experiencia del mismo1, participando en otra 

capacitación sobre el modelo del agua subterránea organizada por las mismas fechas, mientras hubo 

ausencia de otra persona por otras inconveniencias. En cuanto a la prospección electromagnética, 

como se mencionó en “4-2 Actividades”, se ha aplazado debido al retraso de la llegada del equipo. 

Sin embargo, se prevé la adquisición de dicho equipo para mayo de 2010, por lo que se recuperará el 

retraso al ejecutar la capacitación luego de su llegada. Se espera que se adquieran, en el resto de 

tiempo, los conocimientos sobre la prospección electromagnética y sus prácticas técnicas, junto con 

las metodologías de análisis e interpretación hidrogeológica de los resultados obtenidos de la 

prospección geofísica.  

                                                  
1 Había recibido la capacitación sobre el método de imágenes bidimensionales de resistividad con el experto de corto 
tiempo enviado por JICA en 2006. 
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Una vez terminada la capacitación sobre la prospección electromagnética, los expertos japoneses 

someterán a los técnicos participantes a un examen final (escrito y práctica) para averiguar el nivel 

de transferencia tecnológica y evaluar si se han formado los técnicos que cumplan requerimientos 

técnicos necesarios. Sus resultados aparecerán en el Informe de Avance.  

 

En cuanto al: “1-3 Se publican los resultados de la prospección geofísica del sitio modelo”, los 

resultados de la prospección eléctrica serán presentados por el personal de contraparte cubana en el 

Comité Conjunto de Coordinación, celebrado el 17 de marzo de 2010. Referente a la prospección 

electromagnética, se hará más adelante.  

 

Resultado 2： Mejora la capacidad de construir modelos numéricos de agua subterránea de 

los principales técnicos que servirán como instructores en las capacitaciones 

de GEIPI 

Indicadores： 

2-1  Se elabora el material de capacitación  

2-2  Se forman técnicos (5 personas) capaces de establecer modelos numéricos del agua 

subterránea. 

2-3  Se establecen modelos numéricos del agua subterránea del sitio modelo basándose en el 

método adquirido en 2-2.  

2-4  Se elabora un plano hidrogeológico del sitio modelo con mayor precisión que el plano 

existente. 

 

En cuanto al: “2-1 Se elabora el material de capacitación”, se elaboraron textos, láminas y 

archivos de PDF para la capacitación.  

 

En cuanto al: “2-2 Se forman técnicos (5 personas) capaces de establecer modelos numéricos 

del agua subterránea”, los expertos han hecho transferencia a cinco personas contraparte de 

modelos numéricos de agua subterránea mediante conferencias y prácticas, para que puedan 

aprender los siguientes ítems:  

1. Concepto básico de modelos numéricos de agua subterránea 

2. Métodos de uso de modelos numéricos de agua subterránea 

3. Métodos de construcción de modelos numéricos de agua subterránea 

4. Aplicación de modelos numéricos de agua subterránea (en el distrito Sola)  

 

Hasta la fecha se han ejecutado conferencias y prácticas sobre el perfil del modelado numérico de 
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agua subterránea y su metodología, igual que las prácticas con programas relacionados al tema, en 

las que participaron los cinco técnicos ya mencionados. Los participantes aprendieron los 

conocimientos básicos de modelos numéricos de agua subterránea y el perfil tecnológico para la 

elaboración del modelo de diferencia (PMWIN) y el de elemento finito (FEFLOW). En la 

capacitación ejecutada en junio de 2009, los expertos japoneses han evaluado a cada uno de los 

participantes en tres aspectos como postura participativa, nivel de entendimiento y profundización de 

conocimiento con cuatro niveles, de “A” a “D”, para dar evaluación general, y los cinco técnicos 

contraparte fueron calificados del nivel “A”, como máximo nivel en su evaluación general. Para 

alcanzar estos indicadores, se irá reforzando la capacidad del personal contraparte, mediante 

prácticas de elaboración de modelos 2-dimensional, 3-dimensional y de transferencia de material 

usando los programas como PMWIN y FEFLOW, igual que la aplicación de modelos tras preparar 

datos reales y su entrada.  

 

Se espera que se culmine la capacitación en junio de 2010, cuando se llevará a cabo un examen final 

sobre la modelación numérica, para verificar si ha sido buena la transferencia tecnológica, y sus 

resultados se incluirán en el Informe de Avance.  

 

En cuanto al: “2-3 Se establecen modelos numéricos del agua subterránea del sitio modelo 

basándose en el método adquirido en 2-2”, se están recogiendo en el distrito Sola datos e 

información necesarios para la construcción de modelo. Hay veces que se demora la entrega de la 

información necesaria de parte cubana, se requiere una respuesta más rápida para la implementación 

de actividades sea acorde con el programa. Como ya se ha mencionado en “4-2 Actividades”, hay 

demora en la recolección de datos (información de la estructura geológica) causada por el retraso de 

la adquisición del equipo de prospección electromagnética. Por el momento, se aprovechan los datos 

disponibles, provenientes de la prospección eléctrica, y se irán incluyendo los datos más precisos de 

la prospección electromagnética, en cuanto se dispongan.  

 

En cuanto al: “2-4 Se elabora un plano hidrogeológico del sitio modelo con mayor precisión 

que el plano existente ”, ya se tiene elaborada la carta hidrogeológica (plano horizontal), mientras 

que el plano seccional se hará, a base de los resultados de la prospección geofísica y de la 

perforación de pozos de observación. En cuanto a la demora de la perforación de pozos de 

observación, mediante la coordinación del INRH y el GEIPI, se han identificado ya las empresas que 

se encargarán de cada proceso, se ha estimado el monto de materiales cuyo aporte se solicita a la 

parte japonesa y se ha presentado la solicitud de gestión a la empresa responsable de importación de 

materiales. Se prevé que se iniciará la perforación en junio de 2010, a más tardar, terminando la 

construcción de pozos en agosto de 2010. 
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Resultado 3： Mejora la capacidad de establecer SIG de los principales técnicos que 

servirán como instructores en las capacitaciones de GEIPI 

Indicadores： 

3-1  Se elabora el material de capacitación. 

3-2  Se forman técnicos (5 personas) capaces de establecer SIG relacionado con los recursos de 

agua 

3-3  Se elaboran planos de SIG en el área objeto.  

 

En cuanto al: “3-1 Se elabora el material de capacitación”, se han elaborado los textos 

compuestos de nueve módulos, que incluyen los conocimientos básicos del SIG y metodologías de 

elaboración y procesado de datos del SIG, análisis espacial y elaboración de mapas temáticos.   

 

En cuanto al: “3-2 Se forman técnicos (5 personas) capaces de establecer SIG relacionado con 

los recursos de agua”, los expertos japoneses hacen transferencia a 9 técnicos contraparte del SIG, 

mediante conferencias y prácticas para que aprendan los siguientes ítems:  

1. Fundamentos del SIG 

2. Básicos del Cardcorp SIS 

3. Análisis Espacial 

4. Creación de Mapas Temáticos 

5. Referencia Geográfica de Datos Raster 

6. Creación de Datos Espaciales 

7. Edición de Datos Espaciales 

8. Operación de Atributos 

9. Impresión del Mapa 

 

Hasta la fecha se han ejecutado conferencias y prácticas sobre dichos nueve módulos. Los expertos 

japoneses evalúan que todos ya pueden hacer análisis esperado. Ahora se espera que el personal 

contraparte siga creando la base de datos del SIG en sus respectivas provincias para terminar este 

trabajo para junio de 2010. Los expertos japoneses evaluarán si ellos han adquirido suficiente 

capacidad, al analizar las cartas impresas, como fruto de dicho trabajo. Sus resultados se incluirán en 

el Informe de Avance. 

 

En cuanto al: “3-3 Se elaboran planos de SIG en el área objeto”, el personal contraparte  está 

trabajando actualmente, como se menciona arriba, en las Provincias de Holguín, Las Tunas y 

Camagüey, sitio de elaboración del SIG. Mediante los expertos japoneses y el insumo efectuado por 
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la parte japonesa, se han facilitado todos los equipos y programas, además de la capacitación técnica 

y datos disponibles de fuentes libres, necesarios para crear la base de datos del SIG relacionado a los 

recursos hidráulicos de tres provincias. También se ha discutido sobre el contenido de los datos 

necesarios para crear la base de datos del SIG, su modo de procesado y estructura. A partir de ahora 

será necesario que el personal contraparte vaya recolectando los datos relacionados sólo disponibles 

in situ y procesándolos para introducir en la base de datos. Al considerarse el trabajo voluminoso, se 

solicitó a los directores de la EIPH de cada provincia la cooperación logística como operadores y 

computadoras para facilitar la entrada de datos y fue concedida la solicitud.  

 

Resultado 4： Mejora la capacidad de GEARH y la dirección de manejo de cuencas 

hidráulicas de INRH para la evaluación y manejo del agua subterránea 

aprovechando los resultados de las prospecciones físicas, los modelos 

numéricos y SIG, ejecutados y elaborados por GEIPI 

Indicadores： 

4-1  Se ofrece más de dos veces un curso de capacitación dentro del programa de capacitación 

de INRH a los técnicos que se dedican al manejo del agua subterránea en la Dirección de 

Manejo de Cuencas Hidráulicas de INRH y GEARH.  

4-2  El 90% de los participantes (45 personas aprox.) adquieren el conocimiento del contenido 

de la capacitación (se hace un examen al final de la capacitación)  

 

En cuanto al Resultado 4, no se ha logrado, puesto que se programan sus actividades a partir del 

próximo año fiscal.  

 

Resultado 5:  Se transfiere a los técnicos involucrados de GEIPI técnicas relacionadas con 

la prospección geofísica, modelos numéricos de agua subterránea y SIG. 

Indicadores： 

5-1  Se ofrece más de dos veces un curso de capacitación dentro del programa de capacitación 

de INRH a los técnicos que se dedican al desarrollo y manejo de l agua subterránea en 

GEIPI  

5-2  El 90% de los participantes (30 personas aprox.) adquieren el conocimiento del contenido 

de la capacitación (se hace un examen al final de la capacitación) 

 

En cuanto al Resultado 5, se programan sus actividades a partir del próximo año fiscal, al igual que 

el Resultado 4.  
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4-4 Objetivo de Proyecto 
 

Objetivo de Proyecto： Mejora la capacidad de desarrollo y manejo del agua subterránea de 

INRH（incluyendo GEIPI y GEARH） 

Indicadores： 

 Se resumen y publican las posibilidades y temas del desarrollo del agua subterránea en al 

área objeto (hidrogeología, distribución del agua subterránea, calidad de agua, pronóstico 

según modelos numéricos de agua subterránea).  

 Se reflejan en el informe anual de GEARH los resultados del análisis y manejo del agua 

subterránea basados en modelos numéricos de agua subterránea y base de datos de SIG.  

 Se reflejan en el informe anual de INRH los resultados del análisis y manejo del agua 

subterránea basados en modelos numéricos de agua subterránea y base de datos de SIG. 

 

En cuanto al: “Se resumen y publican las posibilidades y temas del desarrollo del agua 

subterránea en al área objeto (hidrogeología, distribución del agua subterránea, calidad de 

agua, pronóstico según modelos numéricos de agua subterránea)”, dicha área objeto el  sitio 

modelo “Distrito Sola” de la Provincia de Camagüey, pese a que PDM vigente no lo menciona 

claramente. Estos indicadores se conseguirán cuando se hayan logrado los Resultados 1, 2 y 3, por lo 

que no hay resultado por ahora. A partir de ahora, se llevarán a cabo estos trabajos entre los expertos 

japoneses y el personal de contraparte cubana, no se han definido todavía los detalles como quién y 

cómo resume y publica la información.  

 

En cuanto al: “Se reflejan en el informe anual de GEARH los resultados del análisis y manejo 

del agua subterránea basados en modelos numéricos de agua subterránea y base de datos de 

SIG”, se espera que, después de la capacitación dirigida a los técnicos del GEARH, se analice y 

maneje el agua subterránea conforme a lo aprendido en la capacitación, reflejando sus resultados en 

el informe anual. El informe anual de un año se publica en marzo del siguiente  año, por lo que si la 

capacitación inicia en 2010, sus resultados se reflejarán en el informe  anual del año 2010, 

publicado en marzo de 2011.  

 

En cuanto al: “Se reflejan en el informe anual de INRH los resultados del análisis y manejo del 

agua subterránea basados en modelos numéricos de agua subterránea y base de datos de SIG”, 

al igual que el mencionado informe anual del GEARH, si la capacitación inicia en 2010, según lo 

planificado, se espera que en el informe anual del año 2010 del INRH, publicado en marzo de 2011 

se reflejen los resultados del análisis y manejo del agua subterránea aprovechándose la tecnología 

transferida en la capacitación. 
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4-5 Proceso de Ejecución 
(1) Comunicación entre las partes interesadas 

Entre los expertos japoneses y el personal técnico de contraparte cubana hay comunicación 

suficiente sobre los aspectos técnicos. Referente a la relación con la persona contraparte del GEIPI, 

responsable de la administración del proyecto, los expertos japoneses mantienen reuniones con 

frecuencia con dicha persona según las necesidades durante su estadía en Cuba para compartir la 

información y enfrentar tareas pendientes. Entre el INRH y el GEIPI, también se mantiene buena 

comunicación mediante reuniones. Por otra parte, se señala que hay limitaciones físicas, porque no 

es fácil comunicarse por teléfono ni correo electrónico cuando se desarrollan las actividades en 

Camagüey. 

 

(2) Sistema de ejecución y monitoreo de actividades 

El presente proyecto tiene como ente ejecutor el Comité de Ejecución de Proyecto (CEP）2, quien por 

su parte ha convocado cuatro reuniones hasta la fecha. La EIPH de Camagüey, por su parte, ha 

elaborado el informe de avance 1, en que muestra el desarrollo de las actividades, y actualmente está 

preparando el informe de avance 2. 

 

Respecto al monitoreo, los expertos japoneses lamentan no poder ver, en algunas áreas de trabajo, 

cuál es el trabajo del personal contraparte ni cómo aplica las tecnologías aprendidas en sus 

respectivas áreas de trabajo, lo que les dificulta monitorear los resultados de capacitación. Por otra 

parte, las actividades del Proyecto están incluidas en el Objetivo del Trabajo de Año del GEIPI, por 

lo que se informa su desarrollo mediante el informe mensual de dicha institución.  Esto, junto con 

el monitoreo directo que hacen, permite captar el avance del Proyecto al personal de contraparte 

administrativo del proyecto y asesor técnico del GEIPI.  

 

(3) Metodología de transferencia de tecnología 

En este Proyecto, la transferencia de tecnología se hace principalmente mediante la capacitación que 

ejecutan los expertos japoneses en las tres áreas. Referente al grado de satisfacción sobre la 

capacitación, se ha hecho encuesta al personal contraparte capacitado en los temas de modelos del 

agua subterránea y del SIG. Se puede considerar que la capacitación de ambas áreas es apropiada, ya 

que todos los participantes contestaron que era una capacitación excelente en su evaluación general 

en las dos áreas, manifestando su alto nivel de satisfacción desde los materiales didácticos, 

metodología, contenido, inspectores y tiempo.  

                                                  
2 Está constituido por el personal núcleo como los principales técnicos y personal administrativo del GEIPI, personal 
del INRH y personal técnico del GEARH. 
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(4) Participación del ente ejecutor y del personal contraparte 

El ente ejecutor da buenas facilidades para la implementación del proyecto y la importación/gestión 

aduanera de equipos. Los principales técnicos, como personal contraparte, muestran alto interés en 

dominar la tecnología, por lo que no se presenta problema por falta de conciencia de ser autor del 

Proyecto por parte cubana. No obstante, hubo casos de demora de actividades como recolección de 

datos de prospección geofísica, debido a que el personal contraparte tiene que seguir cumpliendo 

también con sus trabajos rutinarios.  

 
 
5. Cinco Criterios de Evaluación 
5-1 Pertinencia 
Se identifica alta pertinencia del este Proyecto, ya que siguen confirmándose tanto la política del 

Estado de Cuba y las necesidades locales como la coherencia con la política de cooperación del 

Gobierno del Japón, aún en el momento de la Evaluación Intermedia del Proyecto, como se describe 

abajo:  

 

(1) Pertinencia con respecto a la política del Gobierno Cubano 

El Gobierno de Cuba define cinco áreas de mayor prioridad en su Plan Nacional de Desarrollo con 

año meta 2010, siendo una de ellas el desarrollo de recursos hídricos. Por otra parte, en el Plan de 

Desarrollo 2008 publicado por el Ministerio de Economía y Planificación, se identifican 

“Transporte”, “Electricidad” y “Recursos Hídricos”, como tres áreas prioritarias a desarrollar en el 

país, dando mayor importancia al desarrollo de la Región Oriental. El INRH, a quien compete el 

desarrollo y administración de los recursos hídricos, manifiesta “Garantizar a través del Programa 

Hidráulico el manejo más eficiente e integral del agua que disponemos, permitiéndonos una mejor 

preparación en el enfrentamiento a las situaciones excepcionales mediante acciones que contribuyan 

a mitigar su efecto en el país”, en su plan “Proyección Estratégica periodo 2007-2009”, como una de 

las diez estrategias prioritarias, considerándose una de las prioridades en la política del Estado el 

desarrollo y administración del agua subterránea al tener en cuenta posibles sequías e inundaciones. 

Entrado en 2010, año de revisión de la Proyección Estratégica del INRH, no se espera gran 

modificación que repercuta en el presente Proyecto. Por consiguiente, el Proyecto se califica de 

suficientemente coherente, ya que en el momento de la Evaluación Intermedia, no se observa cambio 

de dichas políticas.  

 

(2) Pertinencia con respecto a las necesidades del área objeto de proyecto 

En la Región Oriental de Cuba, el 10% de la totalidad de agua suministrada procede del agua 
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subterránea, y sobre todo, en las áreas urbanas hay mayor dependencia a la superficial. Desde el año 

2000, se vienen registrando unas precipitaciones anuales inferiores al promedio, llegando al valor 

mínimo histórico en 2004, desde que comenzó la observación de las lluvias en 1931. El volumen 

total de agua embalsada bajó hasta el 36%, lo que causó el reparto de agua por determinadas horas. 

Por otra parte, en la Región Oriental no hay acuíferos de gran envergadura atrapados en el estrato de 

caliza en poca profundidad de suelo, pero queda la posibilidad de tener un manto freático de mayor 

volumen en mayor profundidad. Sin embargo, carecía de tecnología de prospección geofísica, 

necesaria para explorar profundidades entre 300 y 500 m, donde se espera gran potencial freático. 

Para estimar la disponibilidad de agua, se requiere el aprovechamiento de modelos de agua 

subterránea, pero carecía de sus conocimientos y las técnicas de aprovechamiento del SIG para 

administrar el agua subterránea en forma sostenible y adecuada mediante el monitoreo periódico. Por 

consiguiente, el presente Proyecto es coherente a las necesidades, ya que ofrece tecnologías 

necesarias para enfrentar dichos retos.  

 

(3) Pertinencia con respecto a la política de cooperación de Japón 

Hasta la fecha no se ha establecido un Plan de Ejecución de Proyectos de Japón para Cuba, por lo 

que sigue vigente como plan de apoyo el Plan de Ejecución de Proyectos por País de JICA (Informe 

de la reunión de estudio sobre la cooperación para Cuba, fechado en marzo de 2002), citado en el 

Informe de Evaluación Preliminar. En este Plan se incluye como una de las prioridades de apoyo a 

Cuba: Dar recomendaciones política y técnica sobre la dotación de infraestructuras que contribuyan 

al mejoramiento de condiciones habitacionales como acueductos y alcantarillados, y electrificación 

rural en áreas rurales con mayor necesidad de desarrollo. Esto prueba una vez más que es adecuado 

el Proyecto. 

 

(4) Coordinación y reparto de responsabilidades con otros cooperantes 

Referente a otras cooperaciones para el INRH, Venezuela ha ejecutado una cooperación de donación 

de equipos y materiales de perforación, con un monto total de 800 mil dólares entre 2006 y 2007. 

Posteriormente, ya no hay cooperación por otros donantes en las áreas relacionadas al desarrollo de 

agua subterránea.  

 

(5) Pertinencia como metodología 

A través del Proyecto, se están transfiriendo las tecnologías en tres campos como la prospección 

geofísica, modelos del agua subterránea y SIG, siendo todas las metodologías que contribuyen al 

desarrollo y manejo del agua subterránea. Especialmente es un problema en muchas zonas costeras 

del país, sin limitarse al sitio modelo, la relación entre el bombeo de agua subterránea y la intrusión 

del agua marina, por lo que, se espera que los resultados del análisis basado en los modelos que se 
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transfieren en el Proyecto dé un lineamiento importante al desarrollo y manejo del agua subterránea.. 

 

5-2 Efectividad 
Como se mencionará abajo, en este momento se mantienen perspectivas positivas de alcanzar el 

Objetivo de Proyecto, lo que comprueba la efectividad del Proyecto. 

 

(1) Perspectivas del logro del objetivo de proyecto 

Respecto a la transferencia de tecnología a los principales técnicos del GEIPI que pretende el 

Proyecto en las tres áreas (prospección geofísica, modelación de agua subterránea y SIG), hay 

retrasos en la capacitación sobre la prospección geofísica debido a la demora de la adquisición del 

equipo correspondiente. Sin embargo, hay perspectivas de su próxima adquisición y se estima 

terminar la capacitación en todas las áreas en julio de 2010. Después, los principales técnicos 

impartirán cursos de capacitación para los técnicos del GEARH y del INRH, igual que a otros 

técnicos del GEIPI. Por el momento no se observan factores que impidan dicha capacitación. Se 

espera que la capacitación a los técnicos de GEARH y del INRH contribuya al mejoramiento en la 

capacidad de desarrollo y administración del agua subterránea, basado en el aprovechamiento de los 

resultados de la prospección geofísica, modelos numéricos y el SIG, por lo que en este momento 

habrá suficientes expectativas de alcanzar el Objetivo de Proyecto.  

 

(2) Relación de causa/efecto entre los Resultados y el Objetivo de proyecto 

En el Proyecto se espera que tanto la transferencia tecnológica en tres áreas como prospección 

geofísica, modelación del agua subterránea y SIG, como el asesoramiento sobre las metodologías de 

aprovechamiento efectivo de los datos que se obtengan mediante dichas tecnologías contribuyan al 

Objetivo de Proyecto “Mejora la capacidad de desarrollo y manejo del agua subterránea del INRH 

(incluyendo GEIPI y GEARH)”. Aunque el Proyecto no está trabajando en todos los campos 

técnicos que incidan en “la mejora de la capacidad de desarrollo y manejo del agua subterránea”, la 

importancia de las tres tecnologías cuya transferencia pretende el Proyecto es altamente valorada por 

la parte cubana, y contribuirán significativamente al logro del Objetivo de Proyecto. 

 

En cuanto a la Condición Externa para alcanzar el Objetivo de Proyecto: “Se mantiene la 

coordinación entre los grupos de INRH”, no se ha observado cambio en la coordinación entre las 

instituciones, pero una especie de seccionalismo impide una fluida coordinación entre varias 

empresas. Para llevarse a cabo la perforación de pozos de observación en el Proyecto, es 

imprescindible una buena coordinación. De ahí la importancia de la capacidad de coordinación del 

INRH.  
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5-3 Eficiencia 
Como se menciona abajo, por no poderse ejecutar algunos insumos según lo planeado, hay demora 

en algunas actividades y su consecuente repercusión en el desarrollo de algunos Resultados 

esperados. Sin embargo, ya hay perspectivas de los insumos y actividades para recuperar dicho 

retraso. Lo dicho aparte, el resto de los insumos previstos se han llevado a cabo prácticamente según 

el programa y se implementan las actividades eficientes aprovechando suficientemente estos 

insumos.  

 

(1) Nivel de logro de los Resultados 

El nivel de logro de los Resultados frente a cada Indicador ya se ha mencionado en el numeral 4: 

“Resultados de Proyecto y Proceso de Ejecución”, en el apartado 4-3: “Resultados”. Entre los 

Resultados esperados 1, 2 y 3, que ya han obtenido ciertos frutos, el “Resultado 1” tiene algún 

retraso por la demora de alguna actividad necesaria debido a la tardanza en la adquisición del equipo 

necesario; y sin embargo, ya se estima su adquisición en julio de 2010. Por otra parte, la demora en 

la perforación de pozos de observación incide en la elaboración de modelos del agua subterránea del 

Distrito Sola y su modificación con mayor precisión. 

 

El factor que ha contribuido a dicho logro de los Resultados ha sido: 

 Los principales técnicos tienen suficientes conocimientos básicos de la hidrogeología y 

experiencias del estudio y desarrollo de agua subterránea, junto con el cierto nivel de manejo de 

computadora, se desarrolla en forma fluida prácticamente la transferencia tecnológica. 

 

Por otra parte, los factores que han dificultado el logro de los Resultados o una eficiente ejecución de 

las Actividades han sido:  

 A pesar de haber previsto un margen de seis meses para la adquisición del equipo, ya que se 

sospechaba su demora antes del Proyecto, su gestión tardó más de lo esperado y está retrasando 

la llegada del equipo de prospección electromagnética.  

 Aunque se acordó que la perforación de pozos de observación iba a ejecutarse bajo la 

responsabilidad cubana, se retrasa porque no han podido identificar fondos necesarios para esta 

operación debido al empeoramiento de la situación económica.  

 A veces requiere mayor tiempo la disposición de algunas informaciones que se obtengan a 

través de varias instituciones cubanas.  

 El hecho de que tengan que compaginar las actividades del Proyecto con los trabajos rutinarios 

ha causado en algunas ocasiones el retraso en la prospección eléctrica y la falta de 

autopreparación de los capacitados para la capacitación.  
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(2) Relación de causa/efecto entre las Actividades y los Resultados 

Se puede decir que los Resultados observados hasta ahora se han producido como frutos de las 

Actividades del Proyecto.  

 

Entre las condiciones externas que permitan a que las Actividades mencionadas en PDM conduzcan 

al logro de los Resultados, “Se dispone la logística (medios de transporte, alojamientos) para 

participar en la capacitación” y “Los participantes en la capacitación tienen conocimiento básico y 

general sobre el estudio de disponibilidad del agua subterránea” se ha confirmado que están 

satisfechas. Referente a: “Se pueden obtener sin demora los equipos y materiales necesarios para 

realizar la capacitación.”, como se ha mencionado, hay demora de la adquisición del equipo de 

prospección electromagnética, además del retraso de la perforación de pozos de observación debido 

a la dificultad de disposición de fondos necesarios para comprar materiales y equipos necesarios, lo 

que repercute en el desarrollo de las Actividades. En cuanto a: “Se puede obtener sin demora la 

información necesaria para las actividades del Proyecto”, sí se obtiene la información necesaria cada 

vez que se requiere, pero se señala que demora la obtención de información cuando se trata de la 

trans-sectorial o hidrogeológica. 

 

(3) Calidad, volumen y momento del insumo 

El insumo de los recursos humanos se ha llevado a cabo adecuadamente tanto de la parte japonesa 

como de la cubana. En cuanto a la donación de los materiales y equipos provenientes del Japón, se 

ha esforzado en que lleguen todos los equipos a tiempo para las Actividades que los requieren, ya 

que no se puede adquirirlos en Cuba. No obstante, hay demora en la llegada del equipo de 

prospección electromagnética, como se ha mencionado, obligando a aplazar las Actividades 

relacionadas. La parte cubana viene cubriendo de manera adecuada prácticamente los costos locales 

correspondientes. Referente a la perforación de pozos de observación, sin embargo, no se ha 

ejecutado hasta la fecha, debido a la dificultad de preparar fondos como para la compra de 

materiales.  

 

5-4 Impacto 
En cuanto a la relación de causa/efecto entre el Objetivo Superior y el Objetivo de Proyecto, se 

señala que hay cierta separación, como se menciona abajo. No se han identificado hasta ahora 

impactos ni positivos ni negativos del Proyecto.  

 

(1) Perspectivas del logro de el Objetivo Superior y su relación causa/efecto con el Objetivo de 

Proyecto 

Puede que sea todavía prematuro analizar las perspectivas sobre el logro del Objetivo Superior del 
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Proyecto. Sin embargo, mientras que el Proyecto trabaja en la tecnología de desarrollo del agua 

subterránea, el Objetivo Superior menciona la administración general de los recursos hídricos, por lo 

que hay bastantes factores fuera de control del Proyecto como gestión del agua superficial.  

 

En cuanto a la condiciones externas que permitan a que el logro del Objetivo de Proyecto conduzca 

al logro de el Objetivo Superior, se han definido en PDM: “Administración y mantenimiento 

apropiado de los equipos y materiales de estudio del agua subterránea, los modelos numéricos 

establecidos y la base de datos de SIG.” y “Se elabora y ejecuta un plan de abastecimiento de agua 

basado en el manejo del agua subterránea”. El avance de la transferencia tecnológica que permita 

esas dos condiciones externas, como se ha mencionado, tiene cierta demora, pero se proyecta que se 

podrá recuperar dicho retraso con las Actividades a desplegarse ahora en adelante. Referente a la 

organización para aprovechar las tecnologías transferidas, se mencionará en el párrafo 

“Sostenibilidad”.  

 

(2) Efecto de propagación 

Las tecnologías transferidas mediante la capacitación de los principales técnicos son aprovechadas 

en cada EIPH al que pertenece cada técnico capacitado, incluso en los trabajos fuera del área del 

Proyecto procesando los datos mediante los programas capacitados. Sin embargo, no han llegado 

todavía a tal nivel en que aprovechen los datos recogidos y los modelos elaborados para la 

planificación o ejecución de algún proyecto, por lo quese espera que se produzcan efectos de 

propagación por mayor aplicación de tecnologías, al ir avanzándose más la transferencia tecnológica.  

 

5-5 Sostenibilidad 
En el momento de la Evaluación Intermedia, se puede esperar un apoyo político constante, además 

de la buena aceptación de las tecnologías transferidas, por lo cual hay esperanza de que se 

aprovechen bien las tecnologías transferidas. Por otra parte, habrá que ir prestando atención a la 

tendencia financiera, ya que sufre el impacto de la recesión económica. 

 

(1) Aspectos político e institucional 

Se tiene prevista en 2010 la revisión de la Proyección Estratégica del INRH, no se considera que 

haya cambio en el lineamiento de dar prioridad al desarrollo y manejo del agua subterránea como 

contramedida de las sequías e inundaciones entre las políticas del Estado. 

 

(2) Aspectos organizacional y financiero 

Referente al aspecto organizacional, puede que surja posible cambio de divisiones administrativas 

según la política de descentralización que impulsa el Gobierno, ocasionando eventuales 
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repercusiones en la organización de las instituciones relacionadas del Proyecto como el INRH y el 

GEIPI. No obstante, se espera que se mantenga la escala de las organizaciones actuales.  

 

En cuanto al aspecto financiero, el empeoramiento de la situación económica está causando cierta 

demora de algunas actividades del Proyecto, debido a las dificultades financieras, como ya se ha 

mencionado arriba. Pese a que se considera que no habrá problema para la difusión de las 

tecnologías en el marco del Proyecto, habrá limitaciones en la ejecución de proyectos en que se 

aprovechen dichas tecnologías transferidas. 

 

(3) Aspecto técnico 

Se ha confirmado que las tecnologías introducidas son calificadas de gran utilidad y bien aceptadas 

entre el personal técnico de contraparte cubana. El grado de aprendizaje de los técnicos contraparte 

ha sido generalmente bueno hasta ahora. Los expertos japoneses irán aportándoles consejos sobre 

cómo deben aprovecharse los datos recogidos y modelos elaborados basados en las tecnologías 

transferidas, además de que los cubanos irán profundizando los conocimientos, participando a 

nuevos cursos de capacitación y prácticas in situ. Es más, se espera que se consoliden más las 

tecnologías transferidas a través de los cursos de capacitación que impartirán los principales técnicos 

del GEIPI dirigido a técnicos del GEARH y otros del GEIPI, previstos en la segunda mitad del 

Proyecto.  

 

Por otra parte, en cuanto al uso de las tecnologías transferidas, se señala que no se ha concretado un 

plan que defina quién y cómo va a aprovechar las tecnologías transferidas en el futuro. Por ejemplo, 

en torno a la elaboración de la base de datos del SIG,, no hay plan todavía que determine si el EIPH 

de cada provincia sirva de centro de información para ir elaborando y actualizando la base de datos y 

facilitar la información según las necesidades, o si se recurre a otro mecanismo, pues dependiendo 

de sistemas de operación, va a cambiar el número de los equipos y programas necesarios y el de 

personas técnicas a capacitarse.  

 

Referente a los equipos de prospección, inspección y análisis, prácticamente todos se han quedado 

obsoletos por el uso en largos años excepto aquellos donados por JICA. Pese a que los están usando 

con mucho cuidado debido a poca probabilidad de nuevas reposiciones, se observa que a veces no 

pueden responder a las necesidades la falta de precisión y capacidad de los mismos. 

 

 

6. Conclusiones 
La transferencia de tecnología a los principales técnicos, actividad principal en la primera mitad del 
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Proyecto, se está llevando a cabo favorablemente, gracias a los esfuerzos tanto de los expertos 

japoneses y del personal contraparte cubana, como de las instituciones relacionadas. A pesar de que 

el retraso de la adquisición del equipo de prospección electromagnética causó la demora en la 

capacitación de su área, se prevé su adquisición y se recuperará el retraso de  capacitación en julio 

de 2010. Por otra parte, con respecto a la demora en la perforación de pozos de observación, el 

INRH（GEIPI） está coordinando la gestión, y se proyecta que la construcción de pozos termine en 

agosto de 2010, mediante la cooperación financiera brindada po la parte japonesa. En la segunda 

mitad del Proyecto, los principales técnicos que han recibido la transferencia tecnológica iniciarán la 

capacitación a los funcionarios del GEARH, el INRH y el GEIPI. Por el momento no se ha señalado 

ningún factor serio que impida dicha actividad, por lo que se estima que alcance el Objetivo de 

Proyecto, si se desarrolla el programa oportunamente.  

 

Tras la evaluación desde los cinco criterios, se confirma una alta Pertinencia por la coherencia entre 

la política del Gobierno de Cuba, las necesidades locales y la política de la asistencia oficial que 

aplica el Gobierno del Japón, igual que una suficiente Efectividad, porque se puede esperar, como lo 

arriba mencionado, el logro del Objetivo de Proyecto. En cuanto a la Eficiencia, los insumos 

implementados han sido suficientemente aprovechados para producir los Resultados esperados. 

Aunque la demora de algunos insumos ha retrasado la generación de algunos Resultados esperados, 

se estima que se recupere dicho retraso produciendo debidamente los Resultados esperados. También 

se han identificado varias tareas pendientes como factores que están dificultando el logro de los 

Resultados esperados o una eficiente ejecución de las Actividades y los Evaluadores conjuntos han 

estudiado las recomendaciones indicadas en el siguiente numeral. Por lo que al Impacto se refiere, se 

ha señalado que hay distancia en la relación de causa/efecto entre el Objetivo Superior y el Objeto de 

Proyecto. Por el momento no se observan efectos de propagación ni positivos ni negativos. Referente 

a la Sostenibilidad, se ha confirmado la necesidad de ir prestando atención a la futura evolución 

financiera, aspecto que sufre el impacto de la recesión económica. Desde los aspectos técnicos, se ha 

señalado la falta de un programa claro que defina cómo se aplicarán las tecnologías transferidas.  

 

Visto todo esto, se presentan en el siguiente numeral algunas recomendaciones para las actividades a 

desarrollarse en la segunda mitad del Proyecto. Se espera que los expertos japoneses y el personal 

contraparte cubana, igual que las instituciones relacionadas al Proyecto sigan sus esfuerzos, 

dedicándose a las actividades del Proyecto con la misma iniciativa de siempre, al mismo tiempo de 

tener en cuenta las recomendaciones, con el fin de alcanzar al máximo el objetivo cuando termine el 

Proyecto.  
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7. Recomendaciones 
(1) Mayor intercambio de información y comunicación en el manejo del Proyecto  

A lo largo de la gestión y monitoreo del Proyecto, se recomienda que se esfuercen más los expertos 

japoneses y el personal contraparte cubana para compartir más la información y mantener mayor 

comunicación, a efectos de poder preparar e implementar el programa detallado de las actividades en 

forma más fluida.  

 

(2) Consideración a los principales técnicos para la participación al Proyecto 

Se recomienda que, a efectos de que los principales técnicos puedan dedicarse suficientemente a las 

actividades del Proyecto como participación en la capacitación y ejecución de tareas del Proyecto, 

el INRH y el GEIPI tengan consideración en torno a la asignación de trabajo a dichos funcionarios 

como buena compaginación entre el Proyecto y su trabajo rutinario.   

 

(3) Mayor celeridad en la oferta de información requerida 

Se espera que el INRH y el GEIPI hagan activa y buena coordinación para que sea fluida la entrega 

de información, sobre todo cuando tenga que ver con diversas instituciones cubanas.   

 

(4) Eficiente desarrollo de la perforación de pozos de observación 

Se requiere que el INRH y el GEIPI se esfuercen en la coordinación y enlace con las empresas 

relacionadas, basados en un control eficiente del proceso de obras y apoyo logístico.  

 

(5) Definición de las actividades para resumir posibilidades y temas del desarrollo de agua 

subterránea en el sitio modelo 

En cuanto al indicador del Objetivo de Proyecto: “Se resumen y publican las posibilidades y temas 

del desarrollo del agua subterránea en el área objeto - que quiere decir “El sitio modelo”- 

(hidrogeología, distribución del agua subterránea, calidad de agua, pronóstico según modelos 

numéricos de agua subterránea)”, es importante que los expertos japoneses y el personal contraparte 

cubana concreten, en un momento temprano, la metodología de resumen, reparto y plan de trabajo, 

entre otras cosas.    

 

(6) Estudio del plan de aprovechamiento de tecnologías transferidas 

Se recomienda que el INRH y el GEIPI inicien un estudio concreto, bajo el asesoramiento de los 

expertos japoneses, sobre cómo irán a aprovechar las tecnologías transferidas en el Proyecto, cuál 

mecanismo o dotación de equipos o materiales hacen falta para tal fin.  

 

(7) Esfuerzos para disponerse de fondos para renovación de equipos 
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Sería conveniente que el INRH y el GEIPI promovieran activamente la renovación de equipos 

necesarios para ir aprovechando satisfactoriamente las tecnologías transferidas en el Proyecto.  

 

(8) Revisión de PDM 

Se plantea la revisión de PDM vigente （Versión 2）, básicamente, en los siguientes puntos:  

 Corregir la distancia que hay entre el Objetivo Superior y el Objetivo de Proyecto.  

 Unificar un mismo término expresado en distintas formas y corregir expresiones no 

adecuadas.  

 Mejorar unos indicadores no claros. 

 Corregir expresiones no claras de algunas Actividades.  

La propuesta de las correcciones arriba mencionadas - una tabla comparativa de PDM vigente y la 

corrección propuesta, junto con PDM revisado (Versión 3) - se muestran más detalladamente en el 

Anexo 8: “ PDM revisado (borrador)”. 
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1

P
D

M
2 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
：

20
08
年

11
月
～

20
12
年

2月
 

対
象
地
域
：

 
 

 
モ
デ
ル
サ
イ
ト

 
 

カ
マ
グ
ェ
イ
県
ソ
ラ
地
区
（

3.
57
万
人
）

 
 

 
 

 
G

IS
構
築
サ

イ
ト

 
 

オ
ル
ギ
ン
県
（

10
3万

人
）
、
ラ
ス
・
ト
ゥ
ナ
ス
県
（

53
万
人
）
、
カ
マ
グ
ェ
イ
県
（

79
万
人
）

 
 

 
 

 
研
修
受
講
者

所
属
サ
イ
ト

 
キ
ュ
ー
バ
全
県

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
：

 
 

研
修
コ
ー
ス
の
講
師

 
 

土
木
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
公
社
（

G
E

IP
I）

15
人

 
 

 
 

 
研
修
コ
ー
ス

の
受
講
者

 
土
木
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
公
社
（

G
E

IP
I）

30
人
、
水
利
公
社
（

G
E

A
R

H
）
の
技
術
者

40
人

 
 

 
 

 
間
接
裨
益
者

 
 

東
部
地
域
の
住
民
（

23
5
万
人
）

 

 

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
要

約
 

指
標

 
入

手
手

段
 

外
部
条

件
 

＜
上
位
目
標
＞

 
  

東
部
地
域
に
お
い
て
、

水
資

源
が

適
切
に
利

用
さ

れ
る

。
 

 
東
部
地
域
に
お
い
て
、
地
下
水
賦
存
量
調
査
が
定
期
的
か
つ
持
続
的
に
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
（
内
、
少
な
く
と
も

3
県
）

 

 
東
部
地
域
に
お
い
て
、
旱
魃
時
の
代
替
水
源
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
（
内
、
少
な

く
と
も

3
県
、

20
07

年
の
給
水
車
に
よ
っ
て
給
水
を
受
け
て
い
る
人
口
比
率
が

減
少
す
る
）

 

 
G

E
IP

I
の

記
録

 
  

G
E

A
A

L
の

記
録

 

 

＜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

＞
 

  
IN

R
H
（

G
E

IP
I、

G
E

A
R

H
を

含
む

）
の
地
下

水
開

発
・

管
理
能
力
が

向
上
す
る
。

 

 
対
象
地
域
に
お
け
る
地
下
水
開
発
の
可
能
性
及
び
課
題
（
水
理
地
質
、
地
下
水

賦
存
量
、
水
質
、
地
下
水
数
値
モ
デ
ル
に
よ
る
将
来
予
測
等
）
が
ま
と
め
ら
れ

発
表
さ
れ
る
。

 
 

地
下
水
数
値
モ
デ
ル
及
び

G
IS

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ
く
地
下
水
解
析
・
管
理

結
果
が

G
E

A
R

H
の
年
次
報
告
書
に
反
映
さ
れ
る
。

 
 

地
下
水
数
値
モ
デ
ル
及
び

G
IS

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ
く
地
下
水
解
析
・
管
理

結
果
が

IN
R

H
の
年
次
報
告
書
に
反
映
さ
れ
る
。

 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事
業
進

捗
報

告
書

 
  

G
E

A
R

H
の

年
次

報
告
書

 
  

IN
R

H
の

年
次

報
告
書

 

 
地

下
水

調
査

に
係
る
資

機
材
、
構

築
し

た
地

下
水

数
値
モ
デ

ル
、

G
IS

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

が
適
切
に

維
持

管
理

さ
れ

る
。

 

 
地

下
水

管
理

に
基
づ
い

た
給

水
計

画
が

策
定
・

実
施
さ
れ

る
。

 

＜
成
果
＞

 
1 

G
E

IP
I
の
研
修
講
師

と
な

る
中

核
技
術
者

の
物

理
探

査
技
術
が

向
上

す
る
。

 
   2 

G
E

IP
I
の
研
修
講
師

と
な

る
中

核
技
術
者

の
地

下
水

数
値
モ
デ

ル
構

築
能
力
が
向
上
す
る
。

 
   3 

G
E

IP
Iの

研
修
講
師

と
な

る
中

核
技
術
者

の
G

IS
 構

築
能
力
が

向
上
す

る
。

 
  4 

G
E

A
R

H
及
び

IN
R

H
流

域
管

理
局
が

、
G

E
IP

I
に

よ
り

実
施
・
作

成
さ

れ
る
物
理
探
査
の
結
果

、
数

値
モ
デ

ル
及
び

G
IS

を
活

用
し

、
地
下
水

評
価
・
管
理
す
る
能
力

が
向

上
す

る
。

 
 5 

物
理
探
査
、
地
下
水

数
値

モ
デ

ル
、

G
IS

に
係

る
技
術

が
G

E
IP

I
の
関

連
技
術
者
に
移
転
さ
れ

る
。

 

 1-
1 

研
修
用
テ
キ
ス
ト
が
策
定
・
改
定
さ
れ
る
。

 
1-

2 
電
気
探
査
（
二
次
元
比
抵
抗
映
像
法
）
と
電
磁
探
査
を
実
施
で
き
る
技
術
者

が
養
成
さ
れ
る
（

5
人
）
。

 
1-

3 
モ
デ
ル
サ
イ
ト
の
物
理
探
査
結
果
が
提
示
さ
れ
る
。

 
2-

1 
研
修
用
テ
キ
ス
ト
が
策
定
さ
れ
る
。

 
2-

2 
地
下
水
数
値
モ
デ
ル
を
構
築
で
き
る
技
術
者
が
養
成
さ
れ
る
（

5
人
）
。

 
2-

3 
2-

2
で
習
得
さ
れ
た
手
法
に
基
づ
き
モ
デ
ル
サ
イ
ト
の
地
下
水
数
値
モ
デ
ル

が
構
築
さ
れ
る
。

 
2-

4 
モ
デ
ル
サ
イ
ト
の
既
存
の
水
理
地
質
図
が
精
緻
化
さ
れ
る
。

 
3-

1 
研
修
用
テ
キ
ス
ト
が
策
定
さ
れ
る
。

 
3-

2 
水
資
源
に
係
る

G
IS

を
構
築
で
き
る
技
術
者
が
養
成
さ
れ
る
（

5
人
）
。

 
3-

3 
対
象
地
域
に
お
け
る

G
IS

図
面
が
作
成
さ
れ
る
。

 
4-

1 
G

E
A

R
H
及
び

IN
R

H
流
域
管
理
局
の
地
下
水
管
理
に
携
わ
る
技
術
者
を
対
象

と
し
た
研
修
コ
ー
ス
が

IN
R

H
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で

2
回
以
上
実
施
さ
れ

る
。

 
4-

2 
受
講
者
（
約

45
名
）
の

9
割
が
研
修
内
容
を
習
得
す
る
（
研
修
数
量
時
に
テ

ス
ト
を
実
施
）
。

 
5-

1 
G

E
IP

I
の
地
下
水
開
発
・
管
理
に
携
わ
る
技
術
者
を
対
象
と
し
た
研
修
コ
ー

ス
が

IN
R

H
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
各

2
回
以
上
実
施
さ
れ
る
。

 
5-

2 
受
講
者
（
約

30
名
）
の

9
割
が
研
修
内
容
を
習
得
す
る
（
研
修
修
了
時
に
テ

ス
ト
を
実
施
）
。

 
 

 1 
 プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
事

業
進

捗
報

告
書

 
   2 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
事

業
進

捗
報

告
書

 
  3-

1 
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
事

業
進

捗
報

告
書

  
 3-

2 
出
力

図
面
等

 
 4-

1 
IN

R
H
の

研
修
記

録
 

 4-
2 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
事

業
進

捗
報

告
書

 
 5-

1 
IN

R
H
の

研
修
記

録
 

 5-
2 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
事

業
進

捗
報

告
書

 

  
IN

H
R
の

公
社

間
の
連
携

が
維

持
さ

れ
る

。
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 
研

修
実

施
に

必
要
な
資

機
材

が
遅

滞
な

く
入
手

で
き
る
。

 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活
動
に

必
要

な
情

報
が

遅
延
な

く
入
手
で

き
る

。
 

 
研

修
参

加
の

た
め
の
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス
（
交

通
手
段

、
宿

泊
施

設
）
が

準
備

さ
れ
る

。
 

 
研

修
参

加
者

が
地
下
水

賦
存

量
調

査
に

関
し
て

基
礎
的
・
一

般
的

な
知

識
技

術
を
有

し
て
い
る

。
 

 

＜
活
動
＞

 
 1-

1 
中
核
技
術
者
研
修

計
画

を
作

成
す
る
。

 
1-

2 
物
理
探
査
（
電
気
探

査
及
び

電
磁
探
査

）
の
研

修
テ
キ

ス
ト
を

作
成
・

改
定
す
る
。

 
1-

3 
研
修
講
師
と
な
る

中
核

技
術

者
に
対
し

て
物

理
探

査
の
技
術

研
修

を
行
う
。

 
1-

4 
研
修
講
師
と
な
る

中
核

技
術

者
に
対
し

モ
デ

ル
サ

イ
ト
に
お

け
る
物

理
探
査
の
技
術
実
習
を

行
う

。
 

2-
1 

中
核
技
術
者
研
修

計
画

を
作

成
す
る
。

 
2-

2 
地
下
水
数
値
モ
デ

ル
の

研
修

テ
キ
ス
ト

を
作

成
す

る
。

 
2-

3 
研
修
講
師
と
な
る

中
核

技
術

者
に
対
し

て
地

下
水

数
値
モ
デ

ル
の

技
術
研
修
を
行
う
。

 
2-

4 
モ
デ
ル
サ
イ
ト
に

お
い

て
気

象
・
水
文

調
査

、
地

表
・
水
理

地
質
踏

査
を
行
う
。

 
2-

5 
モ
デ
ル
サ
イ
ト
に

お
い

て
地

下
水
観
測

井
を

掘
削

し
、
揚
水

試
験
、

地
下
水
位
測
定
、
孔
内

検
層

等
を

行
う
。

 
2-

6 
精
度
の
高
い
地
下

水
数

値
モ

デ
ル
作
成

に
関

す
る

指
導
を
行

う
。

 
3-

1 
中
核
技
術
者
研
修

計
画

を
作

成
す
る
。

 
3-

2 
G

IS
の
研
修
テ
キ

ス
ト

を
作

成
す
る
。

 
3-

3 
水
資
源
に
係
る

G
IS

の
設

計
に
関

し
O

JT
を

行
う

。
 

4-
1 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お

い
て

技
術
移
転

さ
れ

た
物

理
探
査
、

数
値
モ

デ
ル
、

G
IS

に
関
す
る

知
見

及
び

獲
得
さ
れ

た
デ

ー
タ

に
基
づ
く

地
下

水
評
価
、
管
理
に
関
し

て
、
研

修
講
師

と
な

る
中

核
技

術
者
が
中

心
と

な
っ
て
作
成
す
る

 G
E

A
R

H
及

び
IN

R
H
流

域
管

理
局
職

員
向
け
の
研

修
計
画
に
つ
い
て
、
助

言
を

行
う

。
 

4-
2 

G
E

IP
I
の
中
核
技

術
者

が
作

成
・
改
訂

す
る

研
修

テ
キ
ス
ト

に
つ

い
て
、
助
言
を
行
う
。

 
4-

3 
G

E
IP

I
の
中
核
技

術
者

が
実

施
す
る
研

修
に

出
席

の
上
、
適

宜
補
足

説
明
等
を
行
う
。

 
4-

4 
研
修
の
事
後
に

G
E

IP
I
の

中
核

技
術
者

と
の

協
議

を
通
じ
て

次
回
へ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

行
う

。
 

5-
1 

G
E

IP
I
の
中
核
技

術
者

が
行

う
組
織
内

の
そ

の
他

の
技
術
者

向
け

研
修
の
支
援
を
行
う
。

 
5-

2 
G

E
IP

I
の
中
核
技

術
者

が
実

施
す
る
研

修
に

出
席

の
上
、
適

宜
補
足

説
明
等
を
行
う
。

 
5-

3 
研
修
の
事
後
に

G
E

IP
I
の

中
核

技
術
者

と
の

協
議

を
通
じ
て

次
回
へ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

行
う

。
 

＜
投
入
＞

 
 日
本
国
側

 
 1.
 

専
門
家
：
総
括

/地
下
水
モ
デ
ル

1、
地
下
水
モ
デ
ル

2、
水
理
地
質

1、
水
理
地
質

2、
物

理
探
査

、
G

IS
 

2.
 

資
機
材

 
3.
 

本
邦
研
修

 
 キ
ュ
ー
バ
国
側

 
 1.
 

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
配
置

 
2.
 

管
理
事
務
担
当
者

 
3.
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
要
す
る
施
設
（
専
門
家
執
筆
室
、
そ
の
他
執
務
に
要
す
る
什
器

類
）

 
4.
 

ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
負
担

 
 

観
測
井
掘
削
費
用
 

 
訓
練
経
費
 

 
キ
ュ
ー
バ
側
ス
タ
ッ
フ
給
与
・
日
当
 

 
光
熱
費
 

 
通
関
費
用
、
そ
の
他
国
内
運
搬
費
用
等
 

 
資
機
材
維
持
管
理
費
用

 
そ
の
他
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
要
す
る
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
負
担

 

＜
前

提
条

件
＞

 
  

資
機

材
・
ソ

フ
ト
ウ
エ

ア
を

「
キ

」
国

に
輸

入
す

る
こ
と
が

で
き

る
。

 
 

カ
ウ

ン
タ
ー

パ
ー
ト
が

適
切

に
配

置
さ

れ
る
。
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3

 

活
動

計
画

 

講
師

1
1
1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2

1
2

オ
、

ク

A
.2

.3
.1

中
核

技
術

者
研

修
計

画
作

成
オ

（
ｱ

）
○

5

B
.1

.1
.1

物
理

探
査

（
電

気
探

査
及

び
電

磁
波

探
査

）
の

研
修

テ
キ

ス
ト

作
成

・
改

定
ク

（ｱ
）

○
5

B
.1

.1
.2

中
核

技
術

者
に

対
す

る
物

理
探

査
の

技
術

研
修

ク
（ｲ

）
○

5

B
.1

.1
.3

中
核

技
術

者
に

対
し

て
モ

デ
ル

サ
イ

ト
に

お
け

る
物

理
探

査
技

術
実

習
ク

（ｳ
）

○
5

○

カ
、

ケ
、

ス

A
.2

.4
.1

中
核

技
術

者
研

修
計

画
作

成
カ

（
ｱ

）
○

○
5

B
.1

.2
.1

地
下

水
数

値
モ

デ
ル

の
研

修
テ

キ
ス

ト
を

作
成

ケ
（
ｱ

）
○

○
5

B
.1

.2
.2

中
核

技
術

者
に

対
す

る
地

下
水

数
値

モ
デ

ル
の

技
術

研
修

ケ
（
ｲ
）

○
○

5

B
.1

.2
.3

モ
デ

ル
サ

イ
ト

に
お

け
る

気
象

・
水

文
調

査
、

地
表

・
水

理
地

質
調

査
ケ

（
ｳ

）
○

5
○

B
.1

.2
.4

モ
デ

ル
サ

イ
ト

に
お

け
る

地
下

水
観

測
井

掘
削

、
孔

内
検

層
、

揚
水

試
験

、
地

下
水

位
測

定
等

ケ
（
ｴ
）

○
○

5
○

C
.2

.1
.1

精
度

の
高

い
地

下
水

数
値

モ
デ

ル
作

成
指

導
ス

（ｱ
）

○
5

○

コ

B
.1

.3
.1

中
核

技
術

者
研

修
計

画
を

作
成

コ
（
ｱ

）
○

5
○

B
.1

.3
.2

G
IS

の
研

修
テ

キ
ス

ト
作

成
コ

（ｲ
）

○
5

○

B
.1

.3
.3

水
資

源
に

係
る

G
IS

の
設

計
に

関
す

る
O

J
T

コ
（
ｳ

）
○

5
○

セ

C
.2

.2
.1

地
下

水
評

価
・
管

理
研

修
計

画
の

助
言

セ
（
ｱ

）
○

15

C
.2

.2
.2

地
下

水
評

価
・
管

理
研

修
テ

キ
ス

ト
の

助
言

セ
（
ｲ
）

○
15

ソ
、

ツ

C
.2

.3
,

D
.1

.2
中

核
技

術
者

に
よ

る
物

理
探

査
・
地

下
水

数
値

モ
デ

ル
・G

IS
に

係
わ

る
技

術
移

転
支

援
ソ

（ｱ
）
､ツ

（
ｱ

）（
ｲ
）

○
○

○
○

○
15

・
研

修
計

画
、

テ
キ

ス
ト

に
つ

い
て

助
言

す
る

。
①

、
②

○
○

○
○

○
1
5

・
研

修
に

出
席

し
適

宜
補

足
説

明
を

行
う

。
③

○
○

○
○

○
1
5

・
研

修
結

果
を

次
回

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。
④

○
○

○
○

○
15

チ

D
.1

.1
.1

研
修

出
席

、
補

足
説

明
等

チ
（
ｱ

）
○

○
1
5

5
4
0

3
0

D
.1

.1
.2

中
核

技
術

者
と

の
協

議
、

次
回

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
チ

（
ｲ
）

○
○

15

シ

C
.1

.1
.1

研
修

員
の

選
抜

シ
（ｱ

）
○

6

C
.1

.1
.2

研
修

内
容

の
検

討
、

実
施

協
力

シ
（
ｲ
）

○
6

IN
R

H
G

E
A

R
H

2
．

地
下

水
数

値
モ

デ
ル

構
築

の
技

術
移

転

４
．

中
核

技
術

者
に

よ
る

地
下

水
評

価
・
管

理
に

係
る

研
修

準
備

の
支

援

水
理

地
質 2

業
務

指
示

書
番

号
（8

.(
2
))

活
動

計
画

物
理

探
査

モ
デ

ル
サ

イ
ト

S
o
la

G
IS

サ
イ

ト
東

部
３

県

G
IS

専
門

家
研

修
員

G
E
IP

I

対
象

地
域

地
下

水
モ

デ
ル

2

水
理

地
質 1

G
E
IP

I
四

年
次

0
8

2
0
1
0

2
0
0
9

2
0
1
1

1
2

一
年

次
二

年
次

三
年

次

６
．

中
核

技
術

者
に

よ
る

地
下

水
評

価
・
管

理
に

係
る

研
修

実
施

の
支

援

７
．

中
核

技
術

者
を

対
象

と
し

た
本

邦
研

修

活
動

総
括

/
地

下
水

モ
デ

ル
1

1
．

物
理

探
査

技
術

移
転

３
．

G
IS

構
築

の
技

術
移

転

５
．

中
核

技
術

者
に

よ
る

物
理

探
査

・
地

下
水

数
値

モ
デ

ル
・
G

IS
に

係
る

技
術

移
転

の
支

援
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1

P
D

M
3 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
：
キ
ュ
ー
バ
国
気
候
変
動
対
策
の
た
め
の
地
下
水
開
発
・
管
理
能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
：

20
08

年
11

月
～

20
12

年
4
月

 
対
象
地
域
：

 
 

 
モ
デ
ル
サ
イ
ト

  
 

カ
マ
グ
ェ
イ
県
ソ
ラ
地
区
（

3.
57

万
人
）

 
 

 
 

 
G

IS
構
築
サ
イ

ト
 

 
オ
ル
ギ
ン
県
（

10
3
万
人
）
、
ラ
ス
・
ト
ゥ
ナ
ス
県
（

53
万
人
）
、
カ
マ
グ
ェ
イ
県
（

79
万
人
）

 
 

 
 

 
研
修
受
講
者
所
属
サ
イ
ト

 
キ
ュ
ー
バ
全
県

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
：

 
研
修
コ
ー
ス
の
講
師

 
 

土
木
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
公
社
（

G
E

IP
I）

15
人

（
中
核
技
術
者
）

 
 

 
 

 
研
修
コ
ー
ス
の
受
講
者

  
IN

R
H
流
域
管
理

局
・
水
利
工
事
局

5
人
、
土
木

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
公
社
（

G
E

IP
I）

30
人
、
水

利
公
社
（

G
E

A
R

H
）

40
人
の
技

術
者

 
 

 
 

 
間
接
裨
益
者

 
 

 
東
部
地
域
の
住
民
（

23
5
万
人
）

 
  

作
成
日
：

20
10

年
3
月

17
日

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
要

約
 

指
標

 
入

手
手

段
 

外
部

条
件

 
＜
上
位
目

標
＞

 
  

東
部
地
域
の
水
資
源
利

用
に

お
い

て
、
地
下

水
が

適
切

に
利
用
さ

れ
る
。

 

 
東
部
地
域
に
お
い
て
、
地
下
水
賦
存
量
調
査
が
定
期
的
か
つ
持
続
的
に
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
（
内
、
少
な
く
と
も

3
県
）

 
 

東
部
地
域
に
お
い
て
、
旱
魃
時
の
代
替
水
源
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
（
内
、
少
な

く
と
も

3
県
、

20
07

年
の
給
水
車
に
よ
っ
て
給
水
を
受
け
て
い
る
人
口
比
率
が

減
少
す
る
）

 

 
G

E
IP

I
の

記
録

 
  

G
E

A
A

L
の

記
録

 

  

＜
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
目
標
＞

 
  

IN
R

H
（

G
E

IP
I、

G
E

A
R

H
を

含
む

）
の
地
下

水
開

発
・

管
理
能
力
が

向
上
す
る
。

 

 
モ
デ
ル
サ
イ
ト
に
お
け
る
地
下
水
開
発
の
可
能
性
及
び
課
題
（
水
理
地
質
、
地

下
水
賦
存
量
、
水
質
、
地
下
水
モ
デ
ル
に
よ
る
将
来
予
測
等
）
が
ま
と
め
ら

れ
発
表
さ
れ
る
。

 
 

地
下
水
モ
デ
ル
及
び

G
IS

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ
く
地
下
水
解
析
・
管
理
結
果

が
G

E
A

R
H
の
年
次
報
告
書
に
反
映
さ
れ
る
。

 
 

地
下
水
モ
デ
ル
及
び

G
IS

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ
く
地
下
水
解
析
・
管
理
結
果

が
IN

R
H
の
年
次
報
告
書
に
反
映
さ
れ
る
。

 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事
業
進

捗
報

告
書

 
  

G
E

A
R

H
の

年
次

報
告
書

 
  

IN
R

H
の

年
次

報
告
書

 

 
地

下
水

調
査

に
係
る
資

機
材
、
構

築
し

た
地

下
水

数
値
モ
デ

ル
、

G
IS

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

が
適
切
に

維
持

管
理

さ
れ

る
。

 
 

地
下

水
管
理

に
基
づ
い

た
給

水
計

画
が

策
定
・

実
施
さ
れ

る
。

 

＜
成
果
＞

 
1 

G
E

IP
I
の
研
修
講
師

と
な

る
中

核
技
術
者

の
物

理
探

査
技
術
が

向
上
す

る
。

 
  2 

G
E

IP
I
の
研
修
講
師

と
な

る
中

核
技
術
者

の
地

下
水

モ
デ
ル
構

築
能

力
が
向
上
す
る
。

 
    3 

G
E

IP
Iの

研
修
講
師

と
な

る
中

核
技
術
者

の
G

IS
 構

築
能
力
が

向
上
す

る
。

 
  4 

G
E

A
R

H
及
び

IN
R

H
流

域
管

理
局
・
利
水

工
事

局
が

、
G

E
IP

I
に

よ
り

実
施
・
作
成
さ
れ
る
物

理
探

査
の

結
果
、
地

下
水

モ
デ

ル
及
び

G
IS

の
結
果
を
活
用
し
、
地

下
水

評
価

・
管
理
す

る
能

力
が

向
上
す
る
。

 
  5 

物
理
探
査
、
地
下
水

モ
デ

ル
、

G
IS

に
係

る
技

術
が

G
E

IP
I
の

関
連
技

術
者
に
移
転
さ
れ
る
。

 

 1-
1 

研
修
用
テ
キ
ス
ト
が
策
定
・
改
定
さ
れ
る
。

 
1-

2 
電
気
探
査
（
二
次
元
比
抵
抗
映
像
法
）
と
電
磁
探
査
を
実
施
で
き
る
技
術
者

が
養
成
さ
れ
る
（

5
人
）
（
研
修
時
に
筆
記
と
探
査
実
施
テ
ス
ト
を
実
施
）
。

 
1-

3 
モ
デ
ル
サ
イ
ト
の
物
理
探
査
結
果
が
提
示
さ
れ
る
。

 
2-

1 
研
修
用
テ
キ
ス
ト
が
策
定
さ
れ
る
。

 
2-

2 
地
下
水
モ
デ
ル
を
構
築
で
き
る
技
術
者
が
養
成
さ
れ
る
（

5
人
）
（
研
修
終
了

時
に
テ
ス
ト
を
実
施
）
。

 
2-

3 
2-

2
で
習
得
さ
れ
た
手
法
に
基
づ
き
モ
デ
ル
サ
イ
ト
の
地
下
水
数
値
モ
デ
ル

が
構
築
さ
れ
る
。

 
2-

4 
モ
デ
ル
サ
イ
ト
の
既
存
の
水
理
地
質
図
が
精
緻
化
さ
れ
る
。

 
3-

1 
研
修
用
テ
キ
ス
ト
が
策
定
さ
れ
る
。

 
3-

2 
水
資
源
に
係
る

G
IS

を
構
築
で
き
る
技
術
者
が
養
成
さ
れ
る
（

5
人
）
（
作

成
さ
れ
た
図
面
に
よ
り
確
認
）
。

 
3-

3 
G

IS
構
築
サ
イ
ト
に
お
け
る

G
IS

図
面
が
作
成
さ
れ
る
。

 
4-

1 
G

E
A

R
H
及
び

IN
R

H
流
域
管
理
局
・
水
利
工
事
局
の
地
下
水
管
理
に
携
わ
る

技
術
者
を
対
象
と
し
た
研
修
コ
ー
ス
が

IN
R

H
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で

2
回

以
上
実
施
さ
れ
る
。

 
4-

2 
受
講
者
（
約

45
名
）
の

9
割
が
研
修
内
容
を
習
得
す
る
（
研
修
終
了
時
に
テ

ス
ト
を
実
施
）
。

 
5-

1 
G

E
IP

I
の
地
下
水
開
発
・
管
理
に
携
わ
る
技
術
者
を
対
象
と
し
た
研
修
コ
ー

ス
が

IN
R

H
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
各

2
回
以
上
実
施
さ
れ
る
。

 
5-

2 
受
講
者
（
約

30
名
）
の

9
割
が
研
修
内
容
を
習
得
す
る
（
研
修
修
了
時
に
テ

ス
ト
を
実
施
）
。

 
 

 1 
 プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
事

業
進

捗
報

告
書

 
    2 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
事

業
進

捗
報

告
書

 
    3-

1 
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
事

業
進

捗
報

告
書

  
3-

2 
出
力

図
面
等

 
 3-

3 
出
力

図
面
等

 
4-

1 
IN

R
H
の

研
修
記

録
 

  4-
2 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
事

業
進

捗
報

告
書

 
 5-

1 
IN

R
H
の

研
修
記

録
 

 5-
2 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
事

業
進

捗
報

告
書

 

  
IN

H
R
の

公
社

間
の
連
携

が
維

持
さ

れ
る

。
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2

 
研

修
実

施
に

必
要
な
資

機
材

が
遅

滞
な

く
入
手

で
き
る
。

 
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
活
動
に

必
要

な
情

報
が

遅
延
な

く
入
手
で

き
る

。
 

 
研

修
参

加
の

た
め
の
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス
（
交

通
手
段

、
宿

泊
施

設
）
が

準
備

さ
れ
る

。
 

 
研

修
参

加
者

が
地
下
水

賦
存

量
調

査
に

関
し
て

基
礎
的
・
一

般
的

な
知

識
技

術
を
有

し
て
い
る

。
 

 

＜
活
動
＞

 
 1-

1 
中
核
技
術
者
研
修

計
画

を
作

成
す
る
。

 
1-

2 
物
理
探
査
（
電
気
探

査
及
び

電
磁
探
査

）
の
研

修
テ
キ

ス
ト
を

作
成
・

改
定
す
る
。

 
1-

3 
研
修
講
師
と
な
る

中
核

技
術

者
に
対
し

て
物

理
探

査
の
技
術

研
修

を
行
う
。

 
1-

4 
研
修
講
師
と
な
る

中
核

技
術

者
に
対
し

モ
デ

ル
サ

イ
ト
に
お

け
る
物

理
探
査
の
技
術
実
習
を

行
う

。
 

2-
1 

中
核
技
術
者
研
修

計
画

を
作

成
す
る
。

 
2-

2 
地
下
水
モ
デ
ル
の

研
修

テ
キ

ス
ト
を
作

成
す

る
。

 
2-

3 
研
修
講
師
と
な
る

中
核

技
術

者
に
対
し

て
地

下
水

モ
デ
ル
の

技
術

研
修
を
行
う
。

 
2-

4 
モ
デ
ル
サ
イ
ト
に

お
い

て
気

象
・
水
文

調
査

、
地

表
・
水
理

地
質

踏
査
を
行
う
。

 
2-

5 
モ
デ
ル
サ
イ
ト
に

お
い

て
地

下
水
観
測

井
を

掘
削

し
、
揚
水

試
験

、
地
下
水
位
測
定
、
孔
内

検
層

等
を

行
う
。

 
2-

6 
精
度
の
高
い
地
下

水
モ

デ
ル

作
成
に
関

す
る

指
導

を
行
う
。

 
3-

1 
中
核
技
術
者
研
修

計
画

を
作

成
す
る
。

 
3-

2 
G

IS
の
研
修
テ
キ

ス
ト

を
作

成
す
る
。

 
3-

3 
水
資
源
に
係
る

G
IS

の
設

計
に
関

し
O

JT
を

行
う

。
 

4-
1 

物
理
探
査
、
地
下

水
モ

デ
ル

、
G

IS
に

関
す

る
知

見
及
び
獲

得
さ

れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
く
地
下
水
評
価
・
管
理
に
関
し
て
、
専
門
家
の
助
言

の
下
、
中
核
技
術
者
が

G
E

A
R

H
及

び
IN

R
H
流

域
管

理
局
・

水
利

工
事
局
職
員
向
け
の
研
修

計
画

を
作

成
す
る
。

 
4-

2 
専
門
家
の
助
言
の

下
、

G
E

IP
I
の

中
核

技
術

者
が

研
修
テ
キ

ス
ト
を

作
成
・
改
訂
す
る
。

 
4-

3 
G

E
IP

I
の
中
核
技

術
者

が
研

修
を
実
施

し
、

専
門

家
は
適
宜

補
足

説
明
等
を
行
う
。

 
4-

4 
研
修
の
事
後
に

G
E

IP
I
の

中
核

技
術
者

と
専

門
家

で
協
議
を

行
い

、
次
回
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク

を
行

う
。

 
5-

1 
物
理
探
査
、
地
下

水
モ

デ
ル

、
G

IS
に

関
し

て
、

専
門
家
の

支
援

の
下
、

G
E

IP
I
の
中
核
技

術
者

が
行

う
組
織
内

の
そ

の
他

の
技
術
者

向
け

研
修
の
準
備
を
行
う
。

 
5-

2 
G

E
IP

I
の
中
核
技

術
者

が
研

修
を
実
施

し
、

専
門

家
は
適
宜

補
足
説

明
等
を
行
う
。

 
5-

3 
研
修
の
事
後
に

G
E

IP
I
の

中
核

技
術
者

と
専

門
家

で
協
議
を

行
い
、

次
回
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク

を
行

う
。

 

＜
投
入
＞

 
 日
本
国
側

 
 1.
 

専
門
家
：
総
括

/地
下
水
モ
デ
ル

1、
地
下
水
モ
デ
ル

2、
水
理
地
質

1、
水
理
地
質

2、
物

理
探
査

、
G

IS
 

2.
 

資
機
材

 
3.
 

本
邦
研
修

 
4.
 

現
地
費
用
の
一
部
負
担

 
 キ
ュ
ー
バ

国
側

 
 1.
 

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
配
置

 
2.
 

管
理
事
務
担
当
者

 
3.
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
要
す
る
施
設
（
専
門
家
執
筆
室
、
そ
の
他
執
務
に
要
す
る
什

器
類

）
 

4.
 

ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
負
担

 
 

観
測
井
掘
削
費
用
 

 
訓
練
経
費
 

 
キ
ュ
ー
バ
側
ス
タ
ッ
フ
給
与
・
日
当
 

 
光
熱
費
 

 
通
関
費
用
、
そ
の
他
国
内
運
搬
費
用
等
 

 
資
機
材
維
持
管
理
費
用

 
そ
の
他
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
要
す
る
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
負
担

 

＜
前

提
条

件
＞

 
  

資
機

材
・
ソ

フ
ト
ウ
エ

ア
を

「
キ

」
国

に
輸

入
す

る
こ
と
が

で
き

る
。

 
 

カ
ウ

ン
タ
ー

パ
ー
ト
が

適
切

に
配

置
さ

れ
る
。
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活
動
計
画

 

                  
 

1
1
1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2

1
2

＜
物

理
探

査
技

術
移

転
＞

1-
1

中
核

技
術

者
研

修
計

画
作

成
計

画
(変

更
後

）
○

5
研

修
計

画
作

成
完

了

1-
2

物
理

探
査

（
電

気
探

査
及

び
電

磁
波

探
査

）の
研

修
テ

キ
ス

ト
作

成
・改

定
計

画
(変

更
後

）
○

5
電

気
探

査
研

修
テ

キ
ス

ト
完

了
、

電
磁

波
探

査
未

了

1-
3

中
核

技
術

者
に

対
す

る
物

理
探

査
の

技
術

研
修

計
画

(変
更

後
）

○
5

電
気

探
査

技
術

研
修

完
了

、
電

磁
波

探
査

実
施

予
定

1-
4

中
核

技
術

者
に

対
し

て
モ

デ
ル

サ
イ

ト
に

お
け

る
物

理
探

査
技

術
実

習
計

画
(変

更
後

）
○

5
○

ソ
ラ

地
区

に
於

け
る

電
磁

波
探

査
実

習
予

定

＜
地

下
水

モ
デ

ル
構

築
の

技
術

移
転

＞

2-
1

中
核

技
術

者
研

修
計

画
作

成
計

画
(変

更
後

）
○

○
5

(2
)

(1
)

研
修

計
画

作
成

完
了

2-
2

地
下

水
モ

デ
ル

の
研

修
テ

キ
ス

ト
を

作
成

計
画

(変
更

後
）

○
○

5
(2

)
(1

)
研

修
テ

キ
ス

ト
作

成
完

了

2-
3

中
核

技
術

者
に

対
す

る
地

下
水

モ
デ

ル
の

技
術

研
修

計
画

(変
更

後
）

○
○

○
5

(2
)

(1
)

研
修

完
了

、
以

下
の

活
動

を
通

し
て

技
術

力
向

上

2-
4

モ
デ

ル
サ

イ
ト

に
お

け
る

気
象

・水
文

調
査

、
地

表
・
水

理
地

質
調

査
計

画
(変

更
後

）
○

○
5

○
継

続
し

て
資

料
収

集
整

理
､現

地
踏

査

2-
5

モ
デ

ル
サ

イ
ト

に
お

け
る

地
下

水
観

測
井

掘
削

、
孔

内
検

層
、

揚
水

試
験

、
地

下
水

位
測

定
等

計
画

(変
更

後
）

○
○

5
○

第
3
年

次
前

半
に

実
施

予
定

2-
6

精
度

の
高

い
地

下
水

数
値

モ
デ

ル
作

成
指

導
計

画
(変

更
後

）
○

5
○

第
3
年

次
前

半
に

実
施

予
定

＜
G

IS
構

築
の

技
術

移
転

＞

3-
1

中
核

技
術

者
研

修
計

画
を

作
成

計
画

(変
更

後
）

○
5
+(

4)
○

研
修

計
画

作
成

完
了

3-
2

G
IS

の
研

修
テ

キ
ス

ト
作

成
計

画
(変

更
後

）
○

5
+(

4)
○

研
修

テ
キ

ス
ト

作
成

完
了

3-
3

水
資

源
に

係
る

G
IS

の
設

計
に

関
す

る
O

J
T

計
画

(変
更

後
）

○
5
+(

4)
○

第
3
年

次
前

半
に

O
J
T
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

実
施

４
．

G
E
A

R
H

及
び

IN
R

H
流

域
管

理
局

・
利

水
工

事
局

が
、

G
E
IP

Iに
よ

り
実

施
・
作

成
さ

れ
る

物
理

探
査

技
術

の
結

果
、

数
値

モ
デ

ル
及

び
G

IS
を

活
用

し
、

地
下

水
評

価
・
管

理
す

る
能

力
が

向
上

す
る

。

＜
中

核
技

術
者

に
よ

る
地

下
水

評
価

・
管

理
に

係
る

研
修

準
備

の
支

援
＞

4-
1

地
下

水
評

価
・
管

理
研

修
計

画
の

助
言

（
専

門
家

）
、

作
成

（
G

E
IP

I中
核

技
術

者
）

計
画

(変
更

後
）

○
15

第
3
年

次
後

半
よ

り
実

施
予

定

4-
2

地
下

水
評

価
・
管

理
研

修
テ

キ
ス

ト
の

助
言

（専
門

家
）、

作
成

（
G

E
IP

I中
核

技
術

者
）

計
画

(変
更

後
）

○
15

第
3
年

次
後

半
よ

り
実

施
予

定

＜
中

核
技

術
者

に
よ

る
地

下
水

評
価

・
管

理
に

係
る

研
修

実
施

の
支

援
＞

4-
3

研
修

出
席

、
補

足
説

明
等

(専
門

家
）、

研
修

の
実

施
（G

E
IP

I中
核

技
術

者
）

計
画

(変
更

後
）

○
○

15
5

４
０

30
第

4
年

次
に

実
施

予
定

4-
4

中
核

技
術

者
と

の
協

議
、

次
回

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
計

画
(変

更
後

）
○

○
15

第
4
年

次
に

実
施

予
定

５
．

物
理

探
査

、
地

下
水

モ
デ

ル
、

G
IS

に
係

る
技

術
が

G
E
IP

Iの
関

連
技

術
者

に
移

転
さ

れ
る

。

＜
中

核
技

術
者

に
よ

る
物

理
探

査
・
地

下
水

数
値

モ
デ

ル
・
G

IS
に

係
る

技
術

移
転

の
支

援
＞

5-
1

中
核

技
術

者
に

よ
る

物
理

探
査

・地
下

水
数

値
モ

デ
ル

・G
IS

に
係

わ
る

技
術

移
転

支
援

（
専

門
家

）、
準

備
（
G

E
IP

Iの
中

核
技

術
者

）
計

画
(変

更
後

）
○

○
○

○
○

15
G

IS
に

つ
き

第
3年

次
前

半
よ

り
実

施
、

他
は

後
半

か
ら

5-
1 

a
研

修
計

画
、

テ
キ

ス
ト

に
つ

い
て

助
言

す
る

（専
門

家
）。

計
画

(変
更

後
）

○
○

○
○

○
15

同
上

5-
2

研
修

に
出

席
し

適
宜

補
足

説
明

を
行

う
（
専

門
家

）
。

研
修

の
実

施
（G

E
IP

Iの
中

核
技

術
者

）
計

画
(変

更
後

）
○

○
○

○
○

15
同

上

5-
3

研
修

結
果

を
次

回
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

計
画

(変
更

後
）

○
○

○
○

○
15

同
上

＜
中

核
技

術
者

を
対

象
と

し
た

本
邦

研
修

＞

6-
1

研
修

員
の

選
抜

計
画

(変
更

後
）

○
5

完
了

6-
2

研
修

内
容

の
検

討
、

実
施

協
力

計
画

(変
更

後
）

○
5

第
3
年

次
早

期
に

実
施

予
定

＊
：
(　

)は
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
参

加
者

IN
R

H
G

E
A

R
H

2
．

G
E
IP

Iの
研

修
講

師
と

な
る

中
核

技
術

者
の

地
下

水
モ

デ
ル

構
築

能
力

が
向

上
す

る
。

水
理

地
質 2

物
理

探
査

G
E
A

R
H

C
IT

A

講
師

＊

モ
デ

ル
サ

イ
ト

S
o
la

G
IS

サ
イ

ト
東

部
３

県

G
IS

専
門

家
研

修
員

G
E
IP

I

対
象

地
域

地
下

水
モ

デ
ル

2

水
理

地
質 1

G
E
IP

I
一

年
次

二
年

次
三

年
次

成
果

の
達

成
度

（
2
01

0
年

3
月

）
四

年
次

0
8

2
0
1
0

2
0
0
9

2
0
1
1

1
2

６
．

そ
の

他

総
括

/
地

下
水

モ
デ

ル
1

1
．

G
E
IP

Iの
研

修
講

師
と

な
る

中
核

技
術

者
の

物
理

探
査

技
技

術
が

向
上

す
る

。

３
．

G
E
IP

Iの
研

修
講

師
と

な
る

中
核

技
術

者
の

G
IS

構
築

能
力

が
向

上
す

る
。

成
果

活
動



 



調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

/
調

査
事

項
情

報
源

調
査

手
法

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

3
-
1
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
聞

き
取

り

3
-
2
. 
出

力
図

面
等

、
専

門
家

、
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
聞

き
取

り

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

聞
き

取
り

4
-
1
. 
IN

R
H

の
研

修
記

録
、

専
門

家
、

C
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

聞
き

取
り

4
-
2
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
聞

き
取

り

5
-
1
. 
IN

R
H

の
研

修
記

録
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
5
-
2
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

G
E
A

R
H

の
年

次
報

告
書

、
専

門
家

、
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
聞

き
取

り

IN
R

H
の

年
次

報
告

書
、

専
門

家
、

C
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

聞
き

取
り

上
位

目
標

G
E
A

A
L
の

記
録

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
聞

き
取

り

5
-
2
. 
受

講
者

（
約

3
0
名

）
の

9
割

が
研

修
内

容
を

習
得

す
る

（
研

修
修

了
時

に
テ

ス
ト

を
実

施
）
。

・
　

対
象

地
域

に
お

け
る

地
下

水
開

発
の

可
能

性
及

び
課

題
（
水

理
地

質
、

地
下

水
賦

存
量

、
水

質
、

地
下

水
数

値
モ

デ
ル

に
よ

る
将

来
予

測
等

）
が

ま
と

め
ら

れ
発

表
さ

れ
る

。

現
行

P
D

M
上

の
指

標

1
-
1
. 
研

修
用

テ
キ

ス
ト

が
策

定
・
改

定
さ

れ
る

。

1
-
2
. 
電

気
探

査
（
二

次
元

比
抵

抗
映

像
法

）
と

電
磁

探
査

を
実

施
で

き
る

技
術

者
が

養
成

さ
れ

る
（
5
人

）
。

（
→

　
ど

の
よ

う
な

状
態

を
も

っ
て

「
養

成
さ

れ
た

」
と

判
断

す
る

か
。

）

1
-
3
. 
モ

デ
ル

サ
イ

ト
の

物
理

探
査

結
果

が
提

示
さ

れ
る

。

5
-
1
. 
G

E
IP

Iの
地

下
水

開
発

・
管

理
に

携
わ

る
技

術
者

を
対

象
と

し
た

研
修

コ
ー

ス
が

IN
R

H
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
中

で
各

2
回

以
上

実
施

さ
れ

る
。

3
-
3
. 
対

象
地

域
に

お
け

る
G

IS
図

面
が

作
成

さ
れ

る
。

4
-
1
. 
G

E
A

R
H

及
び

IN
R

H
流

域
管

理
局

の
地

下
水

管
理

に
携

わ
る

技
術

者
を

対
象

と
し

た
研

修
コ

ー
ス

が
IN

R
H

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

中
で

2
回

以
上

実
施

さ
れ

る
。

4
-
2
. 
受

講
者

（
約

4
5
名

）
の

9
割

が
研

修
内

容
を

習
得

す
る

（
研

修
修

了
時

に
テ

ス
ト

を
実

施
）
。

1
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
C

P

2
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
C

P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
、

C
P

2
-
3
. 
2
-
2
で

習
得

さ
れ

た
手

法
に

基
づ

き
モ

デ
ル

サ
イ

ト
の

地
下

水
数

値
モ

デ
ル

が
構

築
さ

れ
る

。

2
-
4
. 
モ

デ
ル

サ
イ

ト
の

既
存

の
水

理
地

質
図

が
精

緻
化

さ
れ

る
。

3
-
1
. 
研

修
用

テ
キ

ス
ト

が
策

定
さ

れ
る

。

3
-
2
. 
水

資
源

に
係

る
G

IS
を

構
築

で
き

る
技

術
者

が
養

成
さ

れ
る

（
5
人

）
。

（
→

　
ど

の
よ

う
な

状
態

を
も

っ
て

「
養

成
さ

れ
た

」
と

判
断

す
る

か
。

）現
行

P
D

M
上

の
指

標
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
聞

き
取

り

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

聞
き

取
り

事
業

進
捗

報
告

書
、

月
報

、
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ

事
業

進
捗

報
告

書
、

月
報

、
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

聞
き

取
り

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

聞
き

取
り

管
理

事
務

担
当

者

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
要

す
る

施
設

【
専

門
家

執
筆

室
、

そ
の

他
執

務
に

要
す

る
什

器
類

日
本

側
投

入
は

計
画

通
り

実
施

さ
れ

た
か

。

キ
ュ

ー
バ

側
投

入
は

計
画

通
り

実
施

さ
れ

た
か

。

資
機

材
供

与
実

績

本
邦

研
修

派
遣

実
績

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

現
地

経
費

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
配

置

1
. 
実

績
の

検
証

 （
A

C
H

IE
V

E
M

E
N

T
)

G
E
IP

Iの
記

録
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

聞
き

取
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
状

況

IN
R

H
（
G

E
IP

I、
G

E
A

R
H

を
含

む
）
の

地
下

水
開

発
・
管

理
能

力
が

向
上

す
る

。

上
位

目
標

の
達

成
状

況

・
　

地
下

水
数

値
モ

デ
ル

及
び

G
IS

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
基

づ
く
地

下
水

解
析

・
管

理
結

果
が

G
E
A

R
H

の
年

次
報

告
書

に
反

映
さ

れ
る

。

・
　

地
下

水
数

値
モ

デ
ル

及
び

G
IS

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
基

づ
く
地

下
水

解
析

・
管

理
結

果
が

IN
R

H
の

年
次

報
告

書
に

反
映

さ
れ

る
。

現
行

P
D

M
上

の
指

標

・
　

東
部

地
域

に
お

い
て

、
地

下
水

賦
存

量
調

査
が

定
期

的
か

つ
持

続
的

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

（
内

、
少

な
く
と

も
3
県

）

・
　

東
部

地
域

に
お

い
て

、
旱

魃
時

の
代

替
水

源
が

確
保

さ
れ

る
こ

と
（
内

、
少

な
く
と

も
3
県

、
2
0
0
7
年

の
給

水
車

に
よ

っ
て

給
水

を
受

け
て

い
る

人
口

比
率

が
減

少
す

る
）

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

聞
き

取
り

成
果

1
：

G
E
IP

Iの
研

修
講

師
と

な
る

中
核

技
術

者
の

物
理

探
査

技
術

が
向

上
す

る
。

成
果

2
：

G
E
IP

Iの
研

修
講

師
と

な
る

中
核

技
術

者
の

地
下

水
数

値
モ

デ
ル

構
築

能
力

が
向

上
す

る
。

成
果

3
：

G
E
IP

Iの
研

修
講

師
と

な
る

中
核

技
術

者
の

G
IS

構
築

能
力

が
向

上
す

る
。

成
果

4
：

G
E
A

R
H

及
び

IN
R

H
流

域
管

理
局

が
G

E
IP

Iに
よ

り
実

施
・
作

成
さ

れ
る

物
理

探
査

の
結

果
、

数
値

モ
デ

ル
及

び
G

IS
を

活
用

し
、

地
下

水
評

価
・
管

理
す

る
能

力
が

向
上

す
る

。

成
果

5
：

物
理

探
査

、
地

下
水

数
値

モ
デ

ル
、

G
IS

に
係

る
技

術
が

G
E
IP

I
の

関
連

技
術

者
に

移
転

さ
れ

る
。

2
-
1
. 
研

修
用

テ
キ

ス
ト

が
策

定
さ

れ
る

。

2
-
2
. 
地

下
水

数
値

モ
デ

ル
を

構
築

で
き

る
技

術
者

が
養

成
さ

れ
る

（
5
人

）
。

（
→

　
ど

の
よ

う
な

状
態

を
も

っ
て

「
養

成
さ

れ
た

」
と

判
断

す
る

か
。

）

投
入

の
実

施
状

況

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
状

況

ロ
ー

カ
ル

コ
ス

ト
負

担
（
観

測
井

掘
削

費
用

、
訓

練
経

費
、

キ
ュ

ー
バ

側
ス

タ
ッ

フ
給

与
・
日

当
、

光
熱

費
、

通
関

費
用

・
そ

の
他

国
内

運
搬

費
用

等
、

資
機

材
維

持
管

理
費

用
）

必
要

な
デ

ー
タ

東
部

地
域

に
お

い
て

、
水

資
源

が
適

切
に

利
用

さ
れ

る
。

専
門

家
派

遣
（
総

括
/
地

下
水

モ
デ

ル
1
、

地
下

水
モ

デ
ル

2
、

水
理

地
質

1
、

水
理

地
質

2
、

物
理

探
査

、
G

IS
)実

績

評
価

グ
リ

ッ
ド

添
付

資
料

4

1



添
付

資
料

4

調
査

小
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

技
術

移
転

の
方

法
各

分
野

に
お

け
る

技
術

移
転

の
方

法
や

そ
の

内
容

、
C

P
の

満
足

度
及

び
理

解
度

事
業

進
捗

報
告

書
、

月
報

、
専

門
家

、
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

聞
き

取
り

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
仕

組
み

、
計

画
等

の
修

正
内

容
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

体
制

事
業

進
捗

報
告

書
、

月
報

、
専

門
家

、
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
体

制

意
思

決
定

の
プ

ロ
セ

ス
、

そ
れ

に
起

因
す

る
問

題
点

事
業

進
捗

報
告

書
、

月
報

、
専

門
家

、
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

聞
き

取
り

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

頻
度

、
方

法
、

計
画

変
更

時
の

対
応

状
況

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
体

制
、

協
力

内
容

専
門

家
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

、
J
IC

A
本

部
質

問
票

、
聞

き
取

り

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

頻
度

、
方

法
、

計
画

変
更

時
の

対
応

状
況

、
共

同
作

業
時

間
、

頻
度

共
同

で
取

り
組

む
課

題
の

解
決

方
法

専
門

家
、

C
P

質
問

票
、

聞
き

取
り

語
学

、
習

慣
等

に
関

す
る

問
題

、
そ

の
対

策
専

門
家

、
C

P
質

問
票

、
聞

き
取

り

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

頻
度

、
方

法
、

協
力

内
容

専
門

家
、

C
P
、

関
係

機
関

質
問

票
、

聞
き

取
り

実
施

機
関

の
認

識
（
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

期
待

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

貢
献

度
合

い
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

か
ら

の
影

響
の

認
識

専
門

家
、

C
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
、

聞
き

取
り

C
P
の

配
置

Ｃ
Ｐ

の
配

置
状

況
、

Ｃ
Ｐ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
参

加
状

況
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

聞
き

取
り

そ
の

他
こ

れ
ま

で
提

示
さ

れ
た

問
題

点
と

原
因

事
業

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
聞

き
取

り

5
-
3
. 
研

修
の

事
後

に
G

E
IP

Iの
中

核
技

術
者

と
の

協
議

を
通

じ
て

次
回

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
う

。

活
動

実
施

状
況

活
動

の
実

施
状

況

4
-
2
. 
G

E
IP

Iの
中

核
技

術
者

が
作

成
・
改

定
す

る
研

修
テ

キ
ス

ト
に

つ
い

て
、

助
言

を
行

う
。

4
-
3
. 
G

E
IP

Iの
中

核
技

術
者

が
実

施
す

る
研

修
に

出
席

の
上

、
適

宜
補

足
説

明
等

を
行

う
。

4
-
4
. 
研

修
の

事
後

に
G

E
IP

Iの
中

核
技

術
者

と
の

協
議

を
通

じ
て

次
回

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
う

。

5
-
1
. 
G

E
IP

Iの
中

核
技

術
者

が
行

う
組

織
内

の
そ

の
他

の
技

術
者

向
け

研
修

の
支

援
を

行
う

。

3
-
1
. 
中

核
技

術
者

研
修

計
画

を
作

成
す

る
。

3
-
2
. 
G

IS
の

研
修

テ
キ

ス
ト

を
作

成
す

る
。

2
-
4
. 
モ

デ
ル

サ
イ

ト
に

お
い

て
気

象
・
水

文
調

査
、

地
表

・
水

理
地

質
踏

査
を

行
う

。

2
-
6
. 
精

度
の

高
い

地
下

水
数

値
モ

デ
ル

作
成

に
関

す
る

指
導

を
行

う
。

5
-
2
. 
G

E
IP

Iの
中

核
技

術
者

が
実

施
す

る
研

修
に

出
席

の
上

、
適

宜
補

足
説

明
等

を
行

う
。

1
-
1
. 
中

核
技

術
者

研
修

計
画

を
作

成
す

る
。

1
-
2
. 
物

理
探

査
（
電

気
探

査
及

び
電

磁
探

査
）
の

研
修

テ
キ

ス
ト

を
作

成
す

る
。

1
-
3
. 
研

修
講

師
と

な
る

中
核

技
術

者
に

対
し

て
物

理
探

査
の

技
術

研
修

を
行

う
。

1
-
4
. 
研

修
講

師
と

な
る

中
核

技
術

者
に

対
し

モ
デ

ル
サ

イ
ト

に
お

け
る

物
理

探
査

の
技

術
実

習
を

行
う

。

適
切

な
Ｃ

Ｐ
が

配
置

さ
れ

て
い

る
か

。
　

Ｃ
Ｐ

（
人

数
・
従

事
時

間
）
の

不
足

は
な

い
か

。
ま

た
、

Ｃ
Ｐ

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

ど
の

よ
う

に
関

わ
っ

て
い

る
か

。

そ
の

他
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
過

程
で

生
じ

て
い

る
問

題
は

あ
る

か
。

そ
の

原
因

は
何

か
。

2
-
1
. 
中

核
技

術
者

の
研

修
計

画
を

作
成

す
る

。

2
-
2
. 
地

下
水

数
値

モ
デ

ル
の

研
修

テ
キ

ス
ト

を
作

成
す

る
。

イ
ン

セ
プ

シ
ョ

ン
レ

ポ
ー

ト
、

事
業

進
捗

報
告

書
、

月
報

、
専

門
家

、
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

3
-
3
. 
水

資
源

に
係

る
G

IS
の

設
計

に
関

し
O

J
T
を

行
う

。

4
-
1
. 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

技
術

移
転

さ
れ

た
物

理
探

査
、

数
値

モ
デ

ル
、

G
IS

に
関

す
る

知
見

及
び

獲
得

さ
れ

た
デ

ー
タ

に
基

づ
く
地

下
水

評
価

、
管

理
に

関
し

て
、

研
修

講
師

と
な

る
中

核
技

術
者

が
中

心
と

な
っ

て
作

成
す

る
G

E
A

R
H

及
び

IN
R

H
流

域
管

理
局

職
員

向
け

の
研

修
計

画
に

つ
い

て
、

助
言

を
行

う
。

2
-
3
. 
研

修
講

師
と

な
る

中
核

技
術

者
に

対
し

て
地

下
水

数
値

モ
デ

ル
の

技
術

研
修

を
行

う
。

2
-
5
. 
モ

デ
ル

サ
イ

ト
に

お
い

て
地

下
水

観
測

井
を

掘
削

し
、

揚
水

試
験

、
地

下
水

位
測

定
、

孔
内

検
層

等
を

行
う

。

実
施

機
関

や
Ｃ

Ｐ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

認
識

、
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

は
高

い
か

。

活
動

は
計

画
通

り
実

施
さ

れ
て

い
る

か
？

技
術

移
転

の
方

法
に

問
題

は
な

い
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

誰
が

、
ど

の
よ

う
に

、
ど

の
よ

う
な

頻
度

で
実

施
、

そ
の

結
果

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
に

反
映

さ
れ

て
い

る
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
体

制
は

適
切

に
機

能
し

て
い

る
か

。
活

動
の

変
更

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

策
定

等
に

か
か

る
決

定
は

ど
の

よ
う

な
プ

ロ
セ

ス
で

な
さ

れ
て

い
る

の
か

。

J
IC

A
本

部
、

在
外

事
務

所
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
協

議
、

連
絡

の
頻

度
、

内
容

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
方

法
）
は

効
果

的
に

行
わ

れ
て

い
る

か
。

関
係

者
と

の
関

わ
り

方 （
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

仕
組

み
―

日
本

人
専

門
家

間
―

日
本

人
専

門
家

と
キ

ュ
ー

バ
側

C
P

―
キ

ュ
ー

バ
側

C
P
間

2
.実

施
プ

ロ
セ

ス
（
IM

P
L
E
M

E
N

T
A

T
IO

N
 P

R
O

C
E
S

S
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

問
題

関
係

機
関

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

効
果

的
に

行
わ

れ
て

い
る

か
。

（
IN

R
H

、
E
IP

H
、

E
IP

H
、

G
E
A

R
H

、
G

E
IP

Iな
ど

）

2



添
付

資
料

4

調
査

小
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

キ
ュ

ー
バ

国
の

水
セ

ク
タ

ー
の

課
題

キ
ュ

ー
バ

国
政

府
の

水
セ

ク
タ

ー
の

政
策

キ
ュ

ー
バ

国
の

水
セ

ク
タ

ー
の

課
題

キ
ュ

ー
バ

国
の

水
セ

ク
タ

ー
の

現
状

キ
ュ

ー
バ

国
の

開
発

政
策

、
計

画
事

前
調

査
報

告
、

国
家

開
発

計
画

、
水

資
源

庁
戦

略
計

画
、

Ｃ
Ｐ

（
IN

R
H

）
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

聞
き

取
り

日
本

の
援

助
政

策
・
事

業
実

施
計

画
文

書
対

キ
ュ

ー
バ

国
別

援
助

計
画

J
IC

A
国

別
事

業
実

施
計

画
J
IC

A
担

当
部

課

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
聞

き
取

り

現
地

既
存

・
日

本
の

ノ
ウ

ハ
ウ

の
活

用
状

況
、

現
地

の
状

況
に

適
し

た
協

力
形

態
、

協
力

方
法

の
選

択
が

で
き

て
い

る
か

。
事

前
調

査
報

告
書

過
去

の
案

件
の

報
告

書
専

門
家

、
C

P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
聞

き
取

り

他
ド

ナ
ー

事
業

の
状

況
、

関
連

J
IC

A
事

業
の

状
況

事
前

評
価

報
告

書
、

事
業

進
捗

報
告

書
専

門
家

、
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

聞
き

取
り

政
策

、
経

済
、

社
会

な
ど

の
変

化
を

示
す

情
報

事
業

進
捗

報
告

書
、

月
報

専
門

家
、

C
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
聞

き
取

り

調
査

小
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
目

標
の

達
成

状
況

事
業

進
捗

報
告

書
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

聞
き

取
り

、
質

問
票

貢
献

要
因

の
事

例
事

業
進

捗
報

告
書

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

。
聞

き
取

り
、

質
問

票

阻
害

要
因

の
事

例
事

業
進

捗
報

告
書

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
聞

き
取

り
、

質
問

票

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

関
連

事
業

進
捗

報
告

書
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

聞
き

取
り

、
質

問
票

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

関
連

事
業

進
捗

報
告

書
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

聞
き

取
り

、
質

問
票

外
部

条
件

の
影

響
事

業
進

捗
報

告
書

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

聞
き

取
り

、
質

問
票

調
査

小
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

各
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

状
況

事
業

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
、

聞
き

取
り

貢
献

要
因

の
事

例
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

阻
害

要
因

の
事

例
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

活
動

実
績

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

状
況

事
業

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
聞

き
取

り

投
入

実
績

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

状
況

事
業

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
聞

き
取

り

資
機

材
の

投
入

状
況

、
及

び
研

修
の

実
績

事
業

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
、

C
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
、

聞
き

取
り

情
報

の
入

手
に

関
す

る
状

況
、

及
び

活
動

の
実

績
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

研
修

の
交

通
手

段
、

宿
泊

施
設

提
供

状
況

事
業

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
、

C
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
、

聞
き

取
り

研
修

参
加

者
の

基
礎

的
知

識
、

技
術

事
業

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
、

C
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
、

聞
き

取
り

投
入

実
績

活
動

の
実

施
状

況
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

問
題

発
生

時
の

対
応

、
解

決
策

事
業

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
、

聞
き

取
り

そ
の

他

他
ド

ナ
ー

や
他

の
J
IC

A
事

業
と

の
連

携
・
デ

マ
ケ

は
明

確
に

示
さ

れ
て

い
る

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
キ

ュ
ー

バ
国

の
水

分
野

の
開

発
課

題
に

対
す

る
効

果
を

挙
げ

る
戦

略
と

し
て

適
切

か
。

（
ア

プ
ロ

ー
チ

、
対

象
地

域
の

選
定

、
他

ド
ナ

ー
と

の
援

助
協

調
に

よ
る

相
乗

効
果

　
等

）

日
本

の
援

助
政

策
・
Ｊ
ＩＣ

Ａ
国

別
事

業
実

施
計

画
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

。

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

5
つ

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
充

分
で

あ
る

か
。

4
.有

効
性

　
（
E
F
F
E
C

T
IV

E
N

E
S

S
）

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
予

測

事
前

調
査

報
告

、
国

家
開

発
計

画
、

水
資

源
庁

戦
略

計
画

、
Ｃ

Ｐ
（
IN

R
H

）

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め
に

十
分

な
活

動
で

あ
っ

た
か

。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
。

キ
ュ

ー
バ

国
の

開
発

政
策

と
の

整
合

性
は

あ
る

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

。

因
果

関
係

投
入

の
質

・
量

・
タ

イ
ミ

ン
グ

活
動

と
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

因
果

関
係

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め
に

十
分

な
投

入
で

あ
っ

た
か

。

手
段

と
し

て
の

適
切

性優
先

度

必
要

性

5
.効

率
性

（
E
F
F
IC

IE
N

C
Y

）

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

「
研

修
実

施
に

必
要

な
資

機
材

が
遅

滞
な

く
入

手
で

き
る

」
は

現
時

点
に

お
い

て
も

正
し

い
か

。
外

部
条

件
に

よ
る

影
響

は
な

い
か

。

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

必
要

な
情

報
が

遅
延

な
く
入

手
で

き
る

」
は

現
時

点
に

お
い

て
も

正
し

い
か

。
外

部
条

件
に

よ
る

影
響

は
な

い
か

。

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

「
研

修
参

加
者

が
地

下
水

賦
存

量
調

査
に

関
し

て
基

礎
的

・
一

般
的

な
知

識
・
技

術
を

有
し

て
い

る
」
は

現
時

点
に

お
い

て
も

正
し

い
か

。
外

部
条

件
に

よ
る

影
響

は
な

い
か

。

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

「
研

修
参

加
の

た
め

の
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

、
（
交

通
手

段
、

宿
泊

施
設

）
が

準
備

さ
れ

る
」
は

現
時

点
に

お
い

て
も

正
し

い
か

。
外

部
条

件
に

よ
る

影
響

は
な

い
か

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

は
適

切
か

。
終

了
時

ま
で

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

が
見

込
ま

れ
る

か
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

達
成

を
阻

害
し

て
い

る
要

因
は

あ
る

か
。

事
前

評
価

以
降

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

取
り

巻
く
環

境
（
政

治
、

経
済

、
社

会
）
の

変
化

は
な

い
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
の

見
込

み
は

あ
る

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

に
向

け
て

十
分

な
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
を

産
出

し
て

い
る

か
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

達
成

を
貢

献
し

て
い

る
要

因
は

何
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

貢
献

し
て

い
る

要
因

は
あ

る
か

。

計
画

に
沿

っ
て

活
動

を
行

う
た

め
に

、
過

不
足

な
い

量
・
質

の
投

入
が

タ
イ

ミ
ン

グ
よ

く
実

施
さ

れ
た

か
。

キ
ュ

ー
バ

国
対

象
地

域
・
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
。

3
.妥

当
性

　
（
R

E
L
E
V

A
N

C
E
）

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

「
IN

R
H

の
公

社
間

の
連

携
が

維
持

さ
れ

る
」
は

現
時

点
に

お
い

て
も

正
し

い
か

。
外

部
条

件
が

満
た

さ
れ

る
可

能
性

は
高

い
か

。

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

投
入

の
タ

イ
ミ

ン
グ

の
問

題
（
機

材
の

調
達

の
遅

れ
等

）
に

ど
の

よ
う

に
対

処
し

て
い

る
か

。

3
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調
査

小
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

実
績

の
検

証
結

果
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

該
当

す
る

事
例

の
確

認
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ロ

ジ
ッ

ク
、

外
部

条
件

の
影

響
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
移

転
す

る
技

術
の

維
持

に
関

す
る

取
り

組
み

の
整

備
（
制

度
化

）
状

況
専

門
家

、
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

給
水

計
画

の
策

定
・
実

施
に

関
す

る
整

備
（
制

度
化

）
状

況
専

門
家

、
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

該
当

す
る

事
例

の
確

認
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

該
当

す
る

事
例

の
確

認
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

該
当

す
る

事
例

の
確

認
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

該
当

す
る

事
例

の
確

認
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

該
当

す
る

事
例

の
確

認
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

該
当

す
る

事
例

の
確

認
事

業
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

調
査

小
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

地
下

水
開

発
に

関
す

る
キ

ュ
ー

バ
国

政
府

の
政

策
動

向
IN

R
H

や
関

連
機

関
の

担
当

者
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

地
下

水
開

発
分

野
の

関
連

法
案

、
規

制
IN

R
H

や
関

連
機

関
の

担
当

者
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

人
員

配
置

、
計

画
・
実

施
プ

ロ
セ

ス
、

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

等
IN

R
H

や
関

連
機

関
の

担
当

者
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

へ
の

従
事

状
況

、
水

資
源

開
発

の
今

後
の

方
針

 、
水

資
源

開
発

分
野

で
の

位
置

づ
け

等
IN

R
H

や
関

連
機

関
の

担
当

者
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

IN
R

H
及

び
関

連
公

社
の

予
算

状
況

、
地

下
水

開
発

に
係

る
予

算
割

り
当

て
動

向
IN

R
H

や
関

連
機

関
の

担
当

者
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

Ｃ
Ｐ

の
能

力
、

技
術

力
こ

れ
ま

で
の

活
動

状
況

IN
R

H
や

関
連

機
関

の
担

当
者

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
、

聞
き

取
り

Ｃ
Ｐ

の
能

力
、

技
術

力
こ

れ
ま

で
の

活
動

状
況

、
機

材
整

備
状

況
IN

R
H

や
関

連
機

関
の

担
当

者
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

、
聞

き
取

り

阻
害

要
因

の
事

例
促

進
要

因
の

事
例

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

，
J
IC

A
事

務
所

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
、

聞
き

取
り

阻
害

要
因

の
事

例
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
，

J
IC

A
事

務
所

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
、

聞
き

取
り

そ
の

他
阻

害
要

因
の

事
例

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

，
J
IC

A
事

務
所

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
、

聞
き

取
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
の

継
続

発
展

を
阻

害
す

る
そ

の
他

の
要

因
は

あ
る

か
。

政
策

・
制

度
面

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
移

転
さ

れ
た

技
術

が
受

け
入

れ
ら

れ
て

い
る

か
。

（
水

資
源

開
発

分
野

で
の

技
術

レ
ベ

ル
の

適
切

性
、

社
会

的
・
慣

習
的

適
切

性
）

資
機

材
の

維
持

管
理

は
適

切
に

お
こ

な
わ

れ
て

い
る

か
。

（
Ｃ

Ｐ
が

単
独

で
維

持
管

理
で

き
る

よ
う

に
な

る
か

）

社
会

的
弱

者
層

（
貧

困
、

女
性

等
）
へ

の
配

慮
不

足
に

よ
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

る
効

果
を

妨
げ

る
可

能
性

は
な

い
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

る
効

果
を

維
持

す
る

た
め

の
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

は
十

分
に

確
保

さ
れ

て
い

る
か

。

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

機
関

は
協

力
終

了
後

も
効

果
を

あ
げ

て
い

く
た

め
の

活
動

を
実

施
す

る
に

足
る

組
織

能
力

を
有

し
て

い
る

か
（
人

材
配

置
、

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

等
）
。

環
境

へ
の

配
慮

不
足

に
よ

り
持

続
的

効
果

を
妨

げ
る

可
能

性
は

な
い

か
。

現
在

、
必

要
な

予
算

が
確

保
さ

れ
て

い
る

か
。

今
後

必
要

な
予

算
の

確
保

が
見

込
ま

れ
る

か
。

ま
た

今
後

、
地

下
水

開
発

分
野

の
予

算
が

増
え

る
可

能
性

は
ど

の
程

度
あ

る
か

？

技
術

面

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

地
下

水
開

発
・
管

理
に

お
け

る
キ

ュ
ー

バ
国

政
府

の
政

策
支

援
は

協
力

終
了

後
も

継
続

す
る

か
。

地
下

水
開

発
分

野
の

関
連

規
制

、
法

制
度

は
整

備
さ

れ
る

見
込

み
が

あ
る

か
。

環
境

保
護

へ
の

影
響

水
・
衛

生
分

野
の

技
術

面
、

政
策

・
制

度
面

で
の

変
革

（
革

新
）
へ

の
影

響

7
.自

立
発

展
性

（
S

U
S

T
A

IN
A

B
IL

IT
Y

）

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
は

あ
る

か
。

そ
れ

を
軽

減
す

る
対

策
は

と
ら

れ
て

い
る

か
。

政
策

レ
ベ

ル
（
制

度
、

法
律

、
基

準
等

）
の

整
備

へ
の

影
響

経
済

面
へ

の
影

響

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・
人

権
、

貧
富

（
社

会
的

弱
者

層
）
な

ど
社

会
・
文

化
的

側
面

へ
の

影
響

社
会

・
文

化
・
環

境
面組

織
・
財

政
面

上
位

目
標

の
達

成
予

測

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
上

位
目

標
の

因
果

関
係

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
正

負
の

波
及

効
果6
.イ

ン
パ

ク
ト

　
（
IM

P
A

C
T

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

か
ら

上
位

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

「
地

下
水

管
理

に
基

づ
い

た
給

水
計

画
が

策
定

・
実

施
さ

れ
る

」
は

、
現

時
点

で
も

正
し

い
か

。
外

部
条

件
が

満
た

さ
れ

る
可

能
性

は
高

い
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

か
ら

上
位

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

「
地

下
水

調
査

に
係

る
資

機
材

、
構

築
し

た
地

下
水

数
値

モ
デ

ル
、

G
IS

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

が
適

切
に

維
持

管
理

さ
れ

る
」
は

現
時

点
で

も
正

し
い

か
。

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ
る

可
能

性
は

高
い

か
。

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

上
位

目
標

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
と

し
て

発
現

が
見

込
ま

れ
る

か
。

（
事

後
評

価
時

点
で

の
検

証
が

可
能

か
）

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

。

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

乖
離

し
て

い
な

い
か

。
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